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１
点
目
の
重
点
要
望
項
目

で
あ
る
「
事
業
承
継
税
制
特

例
措
置
」
は
、
事
業
承
継
時

に
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税

猶
予
が
受
け
ら
れ
る
も
の

で
、
２
０
２
７
年
１２
月
末
に

適
用
期
限
を
迎
え
る
。
企
業

の
声
を
踏
ま
え
、
そ
の
恒
久

化
と
と
も
に
、
一
定
期
間
経

過
後
に
納
税
「
免
除
」
と
す

る
よ
う
要
望
し
た
。

２
点
目
は
「
取
引
相
場
の

な
い
株
式
の
評
価
方
法
の
確

立
」。政
府
で
非
上
場
株
式
の

評
価
方
法
の
見
直
し
が
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
中

核
的
な
中
小
企
業
の
事
業
承

継
時
の
納
税
負
担
が
大
幅
に

増
え
、
事
業
承
継
が
崩
壊
し

か
ね
な
い
た
め
、
拙
速
な
見

直
し
に
強
く
反
対
し
、
円
滑

な
事
業
承
継
に
配
慮
す
る
よ

う
求
め
た
。

３
点
目
は
「
中
小
法
人
に

お
け
る
法
人
税
率
軽
減
措
置

の
延
長
・
恒
久
化
」。飲
食
料

品
の
消
費
税
減
税
な
ど
の
財

源
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
る
中
小
企
業
向
け
の
租
税

特
別
措
置
の
縮
減
に
反
対
す

る
と
と
も
に
、
１
０
０
万
社

以
上
に
適
用
さ
れ
、
中
小
企

業
の
賃
上
げ
や
設
備
投
資
の

貴
重
な
原
資
と
な
っ
て
い
る

同
措
置
に
つ
い
て
、
延
長
・

恒
久
化
を
要
望
し
た
。

大
商
の
税
制
委
員
会
で
は

今
後
、
要
望
実
現
に
向
け
て

政
府
・
与
党
に
働
き
か
け
て

い
く
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月
１８
日
、「
２
０
２
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
」
を
首
相
は
じ
め
政
府
関
係
機
関
や

与
党
幹
部
な
ど
に
建
議
し
た
。
同
要
望
は
会
員
の
声
な
ど
を
も
と
に
税
制
委
員
会
（
委
員
長
�
�
橋
知
史
・
大
阪
シ

テ
ィ
信
用
金
庫
代
表
理
事
会
長
）
が
取
り
ま
と
め
た
。
今
回
の
重
点
要
望
項
目
は
、
�
事
業
承
継
税
制
特
例
措
置
の

恒
久
化
�
取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
方
法
の
確
立
�
中
小
法
人
に
お
け
る
法
人
税
率
軽
減
措
置
の
延
長
・
恒
久

化
�
�
の
３
点
。
そ
の
ほ
か
、
設
備
投
資
や
賃
上
げ
支
援
税
制
の
延
長
・
拡
充
な
ど
を
求
め
た
。

大
阪
・
京
都
・
神
戸
の
３

商
工
会
議
所
は
こ
の
ほ
ど
、

万
博
レ
ガ
シ
ー
の
具
体
化
に

向
け
、
中
小
・
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
の
新
技
術
・
サ
ー
ビ
ス

の
社
会
実
装
を
支
援
す
る

「
新
事
業
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
る
。

５
社
程
度
を
選
定
し
事
業
会

社
や
先
輩
起
業
家
な
ど
の
伴

走
で
社
会
実
装
を
目
指
す

「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
や
、
新
た
な
出

会
い
や
共
創
を
生
み
出
す

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
会
」、

社
会
実
装
に
関
す
る
「
相
談

窓
口
」
を
展
開
す
る
。

１０
月
１５
日
に
第
１
回
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
交
流
会
「
新
規
事

業
で
新
た
な
収
益
の
柱
を
作

る
共
存
共
栄
の
価
値
創
造
」

を
開
催
す
る
。
松
山
工
業
の

鵜
久
森
洋
生
社
長
が
、
企
業

の
新
規
事
業
立
案
か
ら
収
益

化
を
伴
走
支
援
し
て
き
た
経

験
か
ら
、
共
存
共
栄
を
実
現

す
る
新
規
事
業
の
創
り
方
を

講
演
す
る
。午
後
３
〜
５
時
、

N
O
R
IB
A
10
um
ed

a

（
大
阪
市
北
区
）
で
。

同
２８
日
に
は
第
２
回
「
パ

ネ
ル
懇
談
万
博
発
！
新
事

業
の
実
装
を
目
指
す
企
業
の

取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
、

万
博
出
展
を
経
て
新
技
術
の

社
会
実
装
を
目
指
す
ス
パ
イ

ス
キ
ュ
ー
ブ
、プ
リ
マ
ー
ル
、

U
tsubo

の
３
社
が
登
壇
。

市
場
化
へ
の
壁
や
活
用
し
た

支
援
な
ど
を
紹
介
す
る
。
午

後
５
時
３０
分
〜
７
時
、C
O

M
PA
SS
O
FFIC

ES

イ
ノ
ゲ
ー
ト
大
阪（
同
）で
。

同
交
流
会
で
は
同
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
事
業
内
容
や

ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
募
集
概
要
も
説

明
。
第
１
回
、
第
２
回
と
も
、

名
刺
交
換
・
交
流
会
に
加

え
、
懇
親
会
も
設
け
る
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

�
候
補
者
（
届
出
順
）
�

阪
神
電
気
鉄
道
株
式
会
社

鴻
池
運
輸
株
式
会
社

株
式
会
社
十
川
ゴ
ム

日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
株
式
会
社

住
友
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

津
田
産
業
株
式
会
社

株
式
会
社
�
島
屋

江
綿
株
式
会
社

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社

大
阪
府
石
油
商
業
組
合

株
式
会
社
ス
ー
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

株
式
会
社
池
田
泉
州
銀
行

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株

式
会
社

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会

社コ
ニ
シ
株
式
会
社

岩
谷
瓦
斯
株
式
会
社

双
日
株
式
会
社

ヒ
グ
チ
産
業
株
式
会
社

田
村
駒
株
式
会
社

ロ
ー
ト
製
薬
株
式
会
社

大
阪
中
小
企
業
投
資
育
成
株

式
会
社

大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金
庫

小
泉
株
式
会
社

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

大
起
水
産
株
式
会
社

象
印
マ
ホ
ー
ビ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
か
ん
で
ん
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社
ワ
ン
ズ

一
般
社
団
法
人
大
阪
外
食
産

業
協
会

全
日
本
空
輸
株
式
会
社

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
ズ
株
式
会
社

岡
安
商
事
株
式
会
社

千
房
株
式
会
社

株
式
会
社
電
通
グ
ル
ー
プ

合
同
会
社
ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ

ェ
イ

大
阪
文
具
事
務
用
品
協
同
組

合株
式
会
社
錢
高
組

株
式
会
社
関
電
Ｌ
＆
Ａ

株
式
会
社
大
西

株
式
会
社
ダ
イ
ヘ
ン

タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
株
式

会
社

株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル

大
阪
府
印
刷
工
業
組
合

株
式
会
社
マ
ン
ダ
ム

大
阪
市
高
速
電
気
軌
道
株
式

会
社

エ
イ
チ
・
ツ
ー
・
オ
ー

リ

テ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社

太
陽
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
竹
中
工
務
店

近
電
商
事
株
式
会
社

株
式
会
社
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ポ
ー
ト

辰
野
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

北
港
運
輸
株
式
会
社

大
日
本
除
虫
菊
株
式
会
社

長
瀬
産
業
株
式
会
社

日
本
航
空
株
式
会
社

オ
リ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社

株
式
会
社
酉
島
製
作
所

田
辺
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社

株
式
会
社
ｉ
―
ｐ
ｌ
ｕ
ｇ

大
阪
冶
金
興
業
株
式
会
社

株
式
会
社
大
阪
取
引
所

ダ
イ
ダ
ン
株
式
会
社

株
式
会
社
フ
ジ
キ
ン

阪
和
興
業
株
式
会
社

大
阪
ニ
ッ
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

工
業
協
同
組
合

学
校
法
人
近
畿
大
学

株
式
会
社
小
倉
屋
山
本

学
校
法
人
常
翔
学
園

中
西
金
属
工
業
株
式
会
社

千
里
山
バ
ス
株
式
会
社

小
倉
屋
株
式
会
社

株
式
会
社
シ
ェ
リ

江
崎
グ
リ
コ
株
式
会
社

株
式
会
社
関
西
み
ら
い
銀
行

協
同
組
合
関
西
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
連
合

【
問
合
せ
】
会
員
組
織
担
当

�
６
９
４
４
・
６
２
５
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
２
０
２
６
年
１１
月
１
日
か
ら
２９
年
１０
月
３１
日
ま
で
を
任
期
と

す
る
１
号
議
員
の
立
候
補
を
９
月
２９
日
に
締
め
切
っ
た
。
定
数
７６
人
に
対
し
て
候
補
者

は
７７
人
と
な
り
、
１０
月
１４
日
に
大
阪
商
工
会
議
所（
大
阪
市
中
央
区
本
町
橋
２
番
８
号
）

で
投
票
を
行
う
。
投
票
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
２
時
３０
分
ま
で
で
、
開
票
は
午
後

３
時
３０
分
か
ら
行
う
。
投
票
の
入
場
券
は
、
９
月
１
日
に
選
挙
権
を
有
す
る
会
員
と
特

定
商
工
業
者
に
郵
送
し
た
。

万
博
レ
ガ
シ
ー
製
品
化
第
４
号
を
手

に
す
る
大
商
の
鳥
井
信
吾
会
頭（
左
）

と
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
�
義
光
代
表
取

締
役
�
９
月
１８
日
、
大
商

７～９月期の関西企業の業況、２期ぶ
りにプラス �
大商とＵＲ都市機構が大阪城東部地区
で実証実験 �
鳥井会頭らがアジア競技大会を視察�
創業１５０年「大寅蒲鉾」の特別展示 �
地元金融機関との交流会 �
１１月１日から「がもよん・京橋オススメ
体験」スタート �
１１月１３日に�買いまっせ！売れ筋商品
発掘市� �
カナダ・ケベック州 ビジネスツアー報
告 �

大
阪
商
工
会
議
所
な
ど
在

阪
経
済
５
団
体
は
９
月
１５

日
、
大
阪
市
内
で
宇
波
弘
貴

財
務
省
事
務
次
官
、
有
利
浩

一
郎
近
畿
財
務
局
長
と
の
懇

談
会
を
開
催
し
、
大
商
か
ら

鳥
井
信
吾
会
頭
が
出
席
し

た
。鳥

井
会
頭
は
、
中
小
企
業

な
ど
の
事
業
承
継
に
有
効
な

「
事
業
承
継
税
制
の
特
例
措

置
」
に
つ
い
て
、
２
０
２
７

年
末
に
期
限
を
迎
え
る
こ
と

を
踏
ま
え
、「
事
業
承
継
は
若

い
世
代
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
契
機
に

な
る
」
と
し
て
、
延
長
・
恒

久
化
を
要
望
し
た
。

ま
た
、
現
在
、
国
税
庁
で

議
論
さ
れ
て
い
る
「
取
引
相

場
の
な
い
株
式
の
評
価
方

法
」
に
つ
い
て
、
世
界
で
ト

ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
技
術
力

の
高
い
中
小
製
造
業
な
ど

が
、
評
価
方
法
の
見
直
し
で

大
幅
増
税
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
承
継

へ
の
悪
影
響
に
加
え
、
中
小

企
業
経
営
者
の
マ
イ
ン
ド

や
、
日
本
経
済
全
体
に
及
ぼ

す
ダ
メ
ー
ジ
を
念
頭
に
、
拙

速
な
見
直
し
へ
の
反
対
を
表

明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
宇
波
事
務
次

官
は
「
取
引
相
場
の
な
い
株

式
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
国
税
庁
に
伝
え
た

う
え
で
、
経
営
者
の
成
長
意

欲
を
削
ぐ
こ
と
の
な
い
よ

う
、
丁
寧
に
議
論
を
進
め
た

い
」
と
応
じ
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

懇
談
会
で
発
言
す
る
大
商

の
鳥
井
信
吾
会
頭
�
９
月

１５
日
、
大
阪
市

大阪商工会議所と地方独立行政法人
大阪市博物館機構は、大阪が育んだ文
化・風土のすばらしさを発掘・発信す
るＷＥＢクイズ「なにわなんでも大阪
チャレンジvol.12」を１０月２日から実
施している。クイズを解くことで、大
阪の歴史や地理などを楽しく学べる。
今回のvol.12では水都大阪コンソー

シアムと連携し、「水都大阪」の歴史や
魅力に関する問題も出題する。１０月２
日～来年２月５日の約４カ月間、開催
する。
今年度は累計８９人に抽選でクルーズ
招待券などの特典を提供するほか、結
果発表画面の提示で大阪府内の文化・
教育施設やホテルなど計３７施設の割引
などが受けられる。
同クイズは、２０２３年度から
実施しているもので、前回の
vol.11は、全国３３都府県から
３，２０４人が参加した。

例えばこんな問題

次の大阪ことばのうち、食べものに
関する名詞ではないものはどれでしょ
う？
�あめちゃん
�かしわ
�ややこ
	あて

答え �ややこ
問合せ 地域振興部�６９４４・６３２３

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月
１８
日
、
提
言
「
中
之
島
Ｅ

Ａ
Ｓ
Ｔ
コ
リ
ド
ー
ズ
構
想
」
を
取
り
ま
と
め
た
。「
中
之

島
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」
と
は
、
中
之
島
東
部
か
ら
森
之
宮
ま
で

の
エ
リ
ア
を
称
す
。
同
エ
リ
ア
が
持
つ
自
然
や
文
化
、

交
通
な
ど
多
様
な
資
源
を
回
廊
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
意

味
す
る
「
コ
リ
ド
ー
」
で
つ
な
ぎ
、
め
ぐ
り
を
良
く
す

る
こ
と
で
、
来
阪
客
の
だ
れ
も
が
選
ぶ
、
水
都
大
阪
の

目
的
地
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

（
６
面
に
関
連
記
事
）

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�
６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
と
大
阪

信
用
金
庫
が
２
０
２
５
年
大

阪
・
関
西
万
博
「
大
阪
ヘ
ル

ス
ケ
ア
パ
ビ
リ
オ
ン
」
で
実

施
し
た
リ
ボ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン

ジ
「
身
近
な
課
題
や
世
界
の

お
困
り
ご
と
を
大
阪
の
町
工

場
が
解
決
し
ま
す
！
」
の
出

展
技
術
か
ら
、
万
博
レ
ガ
シ

ー
製
品
化
第
４
号
と
な
る

「
災
害
時
要
救
助
者
探
知
シ

ス
テ
ム
」
の
先
行
販
売
モ
デ

ル
が
こ
の
ほ
ど
、
発
売
さ
れ

た
。同

製
品
は
、
見
守
り
シ
ス

テ
ム
向
け
ア
ク
テ
ィ
ブ
タ
グ

で
豊
富
な
実
績
を
持
つ
代
表

企
業
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
大

阪
市
中
央
区
）
を
は
じ
め
、

旭
電
機
化
成（
同
東
成
区
）、

ミ
マ
モ
ル
メ
（
同
福
島
区
）

の
異
業
種
３
社
が
連
携
し
て

開
発
。
万
博
で
の
展
示
を
経

て
実
証
実
験
と
改
良
を
重

ね
、
地
震
や
豪
雨
災
害
時
に

瓦
礫
や
土
砂
の
下
に
埋
も
れ

た
被
災
者
を
、
電
波
を
用
い

て
迅
速
か
つ
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

に
探
知
・
特
定
す
る
シ
ス
テ

ム
を
完
成
さ
せ
た
。
単
独
で

は
解
決
が
難
し
い
課
題
を
異

業
種
連
携
（
無
線
・
セ
ン
シ

ン
グ
技
術
×
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
形
・
デ
ザ
イ
ン
×
見
守
り

イ
ン
フ
ラ
の
知
見
）
で
突
破

し
た
Ｒ
Ｃ
の
「
共
創
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」を
象
徴
す
る
事
例
。

大
商
は
万
博
レ
ガ
シ
ー
を

大
阪
経
済
の
成
長
の
核
と
す

る
た
め
、
今
後
も
事
業
化
を

全
力
で
後
押
し
し
て
い
く
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
、「
大

阪
府
・
大
阪
市
の
２
０
２
７

年
度
予
算
等
へ
の
要
望
」
を

取
り
ま
と
め
、
８
日
に
大
阪

府
の
吉
村
洋
文
知
事
と
大
阪

市
の
横
山
英
幸
市
長
に
建
議

し
た
。

同
要
望
は
、
大
阪
府
・
大

阪
市
の
次
年
度
の
予
算
・
税

制
な
ど
に
関
し
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
。
万
博
レ
ガ
シ

ー
と
し
て
の
先
端
技
術
の
実

装
化
、
大
阪
Ｉ
Ｒ
開
業
を
見

据
え
た
都
市
魅
力
の
再
構
築

に
注
力
し
、「
副
首
都
・
大

阪
」
に
相
応
し
い
都
市
づ
く

り
を
行
う
べ
き
と
の
考
え
方

の
も
と
、
全
１８
項
目
を
取
り

ま
と
め
た
。

「
副
首
都
の
整
備
促
進
」

に
向
け
、
未
来
社
会
の
実
験

機
能
の
強
化
な
ど
を
求
め
た

ほ
か
、
成
長
志
向
の
中
小
企

業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
育
成

の
た
め
、
京
阪
神
３
商
工
会

議
所
で
取
り
組
む
「
新
事
業

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」

と
大
阪
府
・
大
阪
市
施
策
と

の
連
携
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
育
成
す
る
大
型
イ
ベ
ン
ト

の
定
期
開
催
、
リ
ボ
ー
ン
チ

ャ
レ
ン
ジ
出
展
企
業
の
実
装

支
援
拡
充
な
ど
を
要
望
。

都
市
魅
力
関
連
で
は
、
大

阪
Ｉ
Ｒ
も
見
据
え
た
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
産
業
の
高
度
化
、

宿
泊
税
を
活
用
し
た
観
光
客

の
受
け
入
れ
環
境
整
備
、
中

之
島
東
部
〜
森
ノ
宮
エ
リ
ア

の
活
性
化
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
。「
中
小
企
業
の
経
営
力
強

化
」
に
関
し
て
は
、
小
規
模

事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助

金
の
増
額
を
要
望
し
た
ほ

か
、
中
小
企
業
の
健
康
経
営

へ
の
支
援
も
求
め
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

元
・
田
舎
者
の
独
り
言

盆
と
正
月
は
、
家
族
で
実

家
に
帰
省
し
て
い
る
。
大
阪

出
身
者
か
ら
は
、
田
舎
が
あ

る
こ
と
を
う
ら
や
ま
し
が
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
交
通

費
が
か
さ
む
こ
と
が
ネ
ッ
ク

だ
。
カ
ー
ド
の
利
用
履
歴
を

み
て
、
人
知
れ
ず
涙
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
帰
省
す
る
理

由
は
、
親
に
孫
の
顔
を
見
せ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、

田
舎
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を

子
ど
も
に
肌
で
感
じ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
の
は
建
前

で
、
趣
味
の
釣
り
に
没
頭
す

る
た
め
だ
。

十
数
年
前
、
ピ
カ
ピ
カ
の

新
入
職
員
と
し
て
働
き
は
じ

め
た
こ
ろ
、
あ
る
先
輩
か
ら

「
大
阪
の
魅
力
は
何
だ
と
思

う
？
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
よ
そ
者
視
点
の
意

見
を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

本
当
に
回
答
に
困
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
田
舎
者

に
と
っ
て
、
都
会
で
み
る
景

色
は
全
て
新
鮮
だ
か
ら
だ
。

ず
っ
と
明
る
い
ネ
オ
ン
、
山

ほ
ど
あ
る
飲
食
店
、
毎
日
が

祭
り
の
よ
う
な
人
混
み
、
数

分
お
き
に
来
る
電
車
。
田
舎

者
あ
る
あ
る
を
語
り
だ
し
た

ら
、
キ
リ
が
な
い
。

今
で
は
、
立
派
な
大
阪
人

と
し
て
、
大
阪
弁
を
巧
み
に

操
れ
て
い
る
と
自
負
し
て
い

る
が
、
も
し
違
和
感
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
っ
と
し
て

い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
。

（
第
２８
号
）

◆個人情報の取り扱い 大阪商工会議所が主催するセ
ミナーなどの参加申込書にご記入いただいた情報は、大
商からの各種連絡・情報提供に利用するほか、講師には
参加者名簿として提供します。

クイズで大阪の歴史や地理を学ぶ
ＷＥＢクイズ�なにわなんでも大阪

チャレンジvol.１２�

非
上
場
株
式
評
価
方
法
拙
速
な
見
直
し
に
反
対

鳥
井
会
頭
財
務
事
務
次
官
ら
と
の
懇
談
会
で
表
明

�
中
之
島
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
コ
リ
ド
ー
ズ
構
想
�を
提
言

魅
力
的
な
水
辺
空
間
の
創
出
や
回
遊
性
の
向
上
へ

▼詳細は
こちら

全１８項目

大阪府�大阪市の
来年度予算へ要望

▼詳細は
こちら

https���www.osaka.cci.or.jp�
dnews�
ログインＩＤ d2026

ＷＥＢ版
大商ニュース
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取引先開拓Ｘ
大阪商工会議所

１号議員選挙

候補者が決まる

投
票
は
今
月
１４
日

万
博
レ
ガ
シ
ー
の
社
会
実
装
へ

新
事
業
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
始
動

万博�町工場リボーンチャレンジ�から
製品化第４号が誕生

税税
制制
改改
正正
をを
国国
にに
要要
望望

事
業
承
継
税
制
特
例
措
置
の
恒
久
化

取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
方
法
の
確
立

法
人
税
率
軽
減
措
置
の
恒
久
化
な
ど

２０２６年（令和８年）１０月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（昭和４９年８月２０日第３種郵便物認可）第 号１４０５（１）
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最
近
、
ア
フ
リ
カ
の
い
く

つ
か
の
国
を
訪
れ
、
現
地
の

若
者
た
ち
に
日
本
留
学
や
将

来
の
日
本
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
英
語
圏
、
フ
ラ
ン
ス
語

圏
、
ア
ラ
ビ
ア
語
圏
を
問
わ

ず
、
改
め
て
感
じ
た
の
は
、

日
本
に
対
す
る
具
体
的
な
知

識
や
イ
メ
ー
ジ
が
、
ま
だ
十

分
に
は
届
い
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

街
に
は
日
本
車
が
走
り
、

日
本
製
品
も
広
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
品
質
へ
の
信
頼
は

高
い
一
方
で
、
そ
れ
ら
を
生

み
出
し
た
職
人
気
質
や
も
の

づ
く
り
の
思
想
、
企
業
文
化

ま
で
が
伝
わ
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
い
換

え
れ
ば
、
日
本
の
「
製
品
」

は
届
い
て
い
て
も
、
日
本
そ

の
も
の
は
十
分
に
届
い
て
い

な
い
の
で
す
。

一
方
、
若
者
た
ち
の
日
本

へ
の
関
心
は
高
く
、マ
ン
ガ
、

ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
は
大
き
な

入
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自

動
車
や
技
術
、
も
の
づ
く
り

も
魅
力
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、「
日
本
の

こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
日

本
人
や
日
本
文
化
は
よ
く
知

ら
な
い
」「
日
本
人
は
ア
フ
リ

カ
の
こ
と
を
ど
れ
だ
け
知
っ

て
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
・
ア
フ
リ

カ
関
係
は
、
開
発
援
助
、
資

源
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
中
心

に
語
ら
れ
が
ち
で
し
た
。
し

か
し
今
、
ア
フ
リ
カ
で
は
若

い
世
代
が
デ
ジ
タ
ル
、文
化
、

金
融
、
農
業
な
ど
多
様
な
分

野
で
新
し
い
価
値
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が
日
本

に
期
待
し
て
い
る
の
は
、
単

に
「
助
け
て
も
ら
う
こ
と
」

で
は
な
く
、
共
に
学
び
、
考

え
、
事
業
や
未
来
を
つ
く
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
関
係

で
す
。

日
本
側
も
、「
貧
困
」「
紛

争
」「
支
援
」と
い
っ
た
固
定

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
、
ア

フ
リ
カ
を
見
る
視
点
を
更
新

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
関
係
は
、「
何
を
し

て
あ
げ
る
か
」
で
は
な
く
、

「
一
緒
に
何
が
で
き
る
か
」。

そ
の
出
発
点
と
し
て
、
私
は

ま
ず
人
と
人
と
の
交
流
を
、

も
っ
と
太
く
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
関
西
経
済
連
合
会
と
共
同
で
四
半
期
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

「
経
営
・
経
済
動
向
調
査
」
の
結
果
を
こ
の
ほ
ど
、
公
表
し
た
。
足
元
７
〜
９
月
期
の

国
内
景
気
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値
（
「
上
昇
」
と
回
答
し
た
割
合
か
ら
「
下
降
」
と
回
答
し
た
割
合
を

引
い
た
値
）
は
４
・
１
と
２
期
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
も
の
の
、
中
小
企
業
で
は
マ

イ
ナ
ス
４
・
６
と
マ
イ
ナ
ス
圏
に
留
ま
っ
た
。
自
社
業
況
は
プ
ラ
ス
１１
・
３
と
２
期
ぶ

り
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

足
元
の
国
内
景
気
・
自
社

業
況
が
「
上
昇
」
と
回
答
し

た
企
業
か
ら
は
、
中
東
情
勢

の
影
響
の
う
ち
、
供
給
不
安

が
一
定
緩
和
さ
れ
た
と
の
声

や
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
・

半
導
体
関
連
需
要
の
高
ま

り
、
株
価
上
昇
な
ど
の
声
が

あ
っ
た
。

一
方
、「
下
降
」
と
回
答
し

た
企
業
か
ら
は
、
中
東
情
勢

や
円
安
に
よ
る
コ
ス
ト
上
昇

に
対
し
て
価
格
転
嫁
が
不
十

分
な
こ
と
や
、
物
価
高
を
受

け
た
消
費
者
の
節
約
志
向
が

聞
か
れ
た
ほ
か
、
熊
本
地
震

に
よ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
混
乱
、
猛
暑
や
豪
雨
に
伴

う
工
期
遅
れ
や
追
加
コ
ス
ト

の
発
生
、
消
費
マ
イ
ン
ド
へ

の
悪
影
響
な
ど
を
指
摘
す
る

声
が
あ
っ
た
。

歴
史
的
な
円
安
と
な
っ
た

調
査
時
の
為
替
水
準
（
１
米

ド
ル
１
６
３
円
）
の
影
響
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
中
小
企
業

の
過
半
数
（
５４
・
１
％
）
が

「
悪
影
響
」（「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
」
を
含
む
。
以
下
、

同
）
と
回
答
し
た
一
方
、
大

企
業
で
は
「
好
影
響
」
が
３１

・
０
％
、「
悪
影
響
」
が
２４
・

０
％
と
企
業
規
模
に
よ
っ
て

傾
向
が
分
か
れ
た
。

経
営
上
望
ま
し
い
為
替
水

準
に
つ
い
て
も
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
１
米
ド
ル
１
２
０
円
以

上
か
ら
１
６
０
円
未
満
ま
で

回
答
が
分
か
れ
た
。
一
方
、

急
激
な
円
高
・
円
安
よ
り
も

為
替
の
安
定
を
望
む
声
が
回

答
水
準
を
問
わ
ず
多
く
見
ら

れ
た
。

調
査
は
８
月
６
〜
２４
日
、

１
４
９
１
社
を
対
象
に
実
施

し
、
４
２
０
社
か
ら
回
答
を

得
た
。

【
問
合
せ
】
企
画
広
報
室
�

６
９
４
４
・
６
３
０
４

大
阪
商
工
会
議
所
と
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

（
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）
が
共
同

で
実
施
し
た
大
阪
城
東
部
地

区
に
お
け
る
実
証
実
験
の
公

募
事
業
が
終
了
し
、
採
択
さ

れ
た
５
件
の
実
証
実
験
が
完

了
し
た
。

同
事
業
は
２
０
２
５
年
１２

月
〜
２６
年
１
月
に
「
さ
ま
ざ

ま
な
く
ら
し
の
カ
タ
チ
」
を

体
現
す
る
実
証
実
験
を
募
集

し
た
も
の
で
、
Ｕ
Ｒ
森
之
宮

第
２
団
地
や
Ｕ
Ｒ
森
之
宮
ビ

ル
「
ほ
と
り
で
」
で
２６
年
６

月
か
ら
順
次
実
施
し
た
。

こ
の
う
ち
、
９
月
１１
日
に

は
、
日
本
初
と
な
る
、
飛
行

全
域
が
人
口
集
中
地
区
（
Ｄ

Ｉ
Ｄ
）
の
ド
ロ
ー
ン
「
レ
ベ

ル
３
・
５
」
飛
行
実
証
実
験

が
ミ
ラ
テ
ク
ド
ロ
ー
ン
に
よ

り
実
施
さ
れ
、
機
上
カ
メ
ラ

映
像
を
通
じ
た
遠
隔
操
縦
に

よ
る
、
建
物
外
壁
な
ど
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
検
証
し
た
。

同
１７
日
に
は
、
高
齢
者
な

ど
の「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
」

移
動
支
援
を
目
的
と
し
た
、

シ
ェ
ア
マ
イ
ク
ロ
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
自
律
・
遠
隔
牽
引
実
証

実
験
が
竹
中
工
務
店
な
ど
に

よ
り
実
施
さ
れ
、
入
れ
替
わ

り
で
利
用
す
る
体
験
者
に
対

し
、
自
律
・
遠
隔
制
御
ロ
ボ

ッ
ト
に
よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

自
動
移
動
、
自
動
連
結
・
切

離
に
よ
る
荷
物
牽
引
な
ど
を

検
証
し
た
。

今
後
も
大
商
は
、
地
域
の

企
業
や
住
民
と
と
も
に
新
た

な
価
値
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出

に
取
り
組
む
「
ま
ち
な
か
リ

ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
し
て

い
く
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

�日本初となる、飛行全域が
人口集中地区でのドローン実
証�９月１１日、大阪市�自律
・遠隔制御ロボットによるマ
イクロモビリティの牽引�同
１７日、同

ウ
ス
ビ
・
サ
コ

マ
リ
共
和

国
生
ま
れ
。
博
士（
工
学
）。
東

京
公
立
大
学
法
人
理
事
、
東
京

都
立
大
学
特
任
教
授
、
京
都
精

華
大
学
元
学
長
・
名
誉
教
授
。

建
築
・
空
間
人
類
学
を
専
門

に
、
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
教
育

・
文
化
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
に
取

り
組
む
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
大
阪

信
用
金
庫
と
共
催
で
、「
製
造

業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
・
生
成
Ａ

Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
１１
月

１６
日
に
開
催
す
る
。

M
A
K
O
T
O
Prim

e

の
竹
井
智
宏
代
表
取
締
役

が
登
壇
し
、「
製
造
業
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
の
可
能
性（
仮
題
）」

を
テ
ー
マ
に
、
製
造
業
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
・
生
成
Ａ
Ｉ
活
用

の
必
要
性
、
製
造
業
の
業
務

効
率
化
を
実
現
す
る
最
新
の

生
成
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

続
い
て
、
実
際
に
自
社
の

Ｄ
Ｘ
を
実
現
し
た
２
社
が
登

壇
。
デ
ジ
ッ
ク
の
倉
田
慎
介

社
長
か
ら
は
、「『
現
場
目
線

の
Ｄ
Ｘ
』
が
解
決
す
る
町
工

場
の
課
題
」
と
題
し
、K

A
N
SA
I
D
X
A
W
A
R

D
2025

金
賞
（
中
堅
・
中

小
企
業
部
門
）
を
受
賞
し
た

経
験
を
踏
ま
え
、
町
工
場
特

有
の
課
題
を
解
決
す
る
Ｄ
Ｘ

事
例
に
つ
い
て
紹
介
。ま
た
、

進
栄
化
工
の
北
村
和
司
生
産

本
部
部
長
が「『
７
つ
の
ム
ダ

削
減
』
を
最
大
化
す
る
Ａ
Ｉ

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
術
！
」

と
題
し
、
誰
も
が
取
り
組
み

や
す
く
、
か
つ
大
幅
な
業
務

効
率
化
を
実
現
し
た
Ｄ
Ｘ
手

法
に
つ
い
て
発
表
す
る
。

午
後
２
〜
４
時
、
大
阪
信

用
金
庫
本
店
（
大
阪
市
天
王

寺
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
情
報
担
当

�
６
９
４
４
・
６
３
５
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月

１２
日
、「
レ
ト
ロ
ビ
ル
商
店

街
」集
客
支
援
事
業
と
し
て
、

あ
べ
の
ベ
ル
タ（
阿
倍
野
区
）

で
「
あ
べ
の
ベ
ル
タ

レ
ト

ロ
ビ
ル
商
店
街
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
２
０
２
６
」
を
開
催
し

た
。３

回
目
の
開
催
と
な
る
今

回
は
、
レ
ト
ロ
な
世
界
観
を

楽
し
め
る
「
あ
べ
の
ベ
ル
タ

昭
和
歌
謡
シ
ョ
ー
」の
ほ
か
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
�
遊
び
�

と
�
学
び
�
を
テ
ー
マ
に
し

た
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
物
販
・
飲
食
ブ
ー
ス
に

よ
る
「
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
実

施
。
出
演
者
・
出
店
者
の
公

募
を
今
回
初
め
て
実
施
し
、

地
域
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
や
ク

リ
エ
イ
タ
ー
が
活
躍
で
き
る

場
づ
く
り
を
行
っ
た
。

老
若
男
女
が
集
い
、
昭
和

レ
ト
ロ
な
ス
テ
ー
ジ
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
通
じ
て
思
い
思
い

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
。
あ
べ

の
ベ
ル
タ
全
体
が
活
気
に
満

た
さ
れ
て
い
た
。

【
問
合
せ
】
流
通
・
サ
ー
ビ

ス
産
業
部
�
６
９
４
４
・
６

４
４
０

記念撮影する鳥井信吾・大商会頭（右から３人目）、嶋尾正
・名古屋商工会議所会頭（同４人目）、村手聡・公益財団法
人愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会組織委員会事
務総長（同５人目）、東和浩・大商副会頭（同６人目）ら�
１日、名古屋市

大
阪
商
工
会
議
所
の
鳥
井

信
吾
会
頭
、東
和
浩
副
会
頭
、

岩
波
清
久
常
議
員
（
Ｐ
Ｉ
Ｌ

Ｌ
Ａ
Ｒ
会
長
）、古
川
弘
成
常

議
員（
阪
和
興
業
特
別
顧
問
）

は
１
日
、
第
２０
回
ア
ジ
ア
競

技
大
会
（
２
０
２
６
／
愛
知

・
名
古
屋
）
を
視
察
し
た
。

大
阪
、
名
古
屋
、
横
浜
の

３
商
工
会
議
所
は
、
２
０
２

５
〜
２７
年
に
連
続
し
て
開
か

れ
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
成
功

に
向
け
、
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
今
回
の
視

察
は
そ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
実
施
し
た
。

鳥
井
会
頭
ら
は
、
嶋
尾
正

名
古
屋
商
工
会
議
所
会
頭
、

村
手
聡
同
大
会
組
織
委
員
会

事
務
総
長
ら
と
と
も
に
稲
永

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
名
古

屋
市
）
で
レ
ス
リ
ン
グ
を
観

戦
し
た
。
そ
の
後
、
国
内
最

大
級
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
で
あ
る
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ａ
ｉ
（
名
古
屋

市
）
を
視
察
し
た
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
活
躍
す
る
女
性

リ
ー
ダ
ー
を
応
援
す
る
表
彰
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
当
欄
で
は
同
事
業
の
受
賞
者

を
紹
介
す
る
。

◇

技
術
職
と
し
て
入
社
し
、
２
回
の
育
児

休
業
を
経
て
復
帰
後
、
技
術
企
画
部
で
知

財
業
務
を
担
当
。
規
程
の
改
訂
や
制
度
設

計
を
推
進
し
、
知
財
の
事
業
貢
献
度
に
応

じ
て
評
価
と
還
元
の
仕
組
み
を
構
築
し

た
。
ま
た
、
戦
略
的
出
願
に
よ
り
模
倣
リ

ス
ク
が
高
ま
る
分
野
で
の
競
争
優
位
を
確

立
し
、
新
商
品
の
拡
販
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。

商
品
開
発
部
で
は
開
発
仕
様
書
の
抜
本

的
見
直
し
と「
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
制
度
」

の
整
備
を
担
当
。
挑
戦
す
る
組
織
文
化
の

醸
成
を
目
的
に
始
め
た
「
ス
モ
ー
ル
ス
タ

ー
ト
制
度
」
は
、
開
発
ス
ピ
ー
ド
の
向
上

と
意
識
高
揚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
開
発

の
見
え
る
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
若

手
・
中
堅
社
員
が
役
員
に
直
接
発
表
し
、

挑
戦
そ
の
も
の
を
評
価
す
る
場
と
し
て
創

設
し
た
「
わ
く
わ
く
す
る
開
発
報
告
会
」

は
、
社
内
参
加
者
が
初
年
度
か
ら
３
年
で

２
倍
に
増
加
し
た
。

開
発
活
動
の
見
え
る
化
も
進
め
、
部
門

横
断
で
の
ア
イ
デ
ア
共
有
や
営
業
部
門
と

の
連
携
強
化
に
よ
り
、
新
規
市
場
開
拓
に

も
貢
献
。
こ
う
し
た
実
績
が
評
価
さ
れ
、

２
０
２
５
年
に
管
理
職
へ
昇
進
し
た
。

２５
年
度
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
表
彰
受
賞
。「
ス

モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
制
度
」
を
後
進
へ
継
承

し
、
現
在
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
法
務
課

長
と
し
て
多
言
語
行
動
規
範
を
整
備
し
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
あ
る
企
業
文
化
の
育
成
を

進
め
る
。

老若男女が昭和レトロなステージやマーケ
ットを通じて交流を楽しんだ�９月１２日、
あべのベルタ（大阪市）

第
２
次
高
市
改
造
内
閣
の
発

足
に
つ
い
て

連
立
を
組
む
日
本
維
新
の

会
か
ら
新
た
に
閣
僚
を
迎
え

た
布
陣
は
、
政
権
の
基
盤
を

強
化
し
、
高
市
政
権
が
掲
げ

る
「
強
い
経
済
」
の
構
築
を

一
段
と
加
速
さ
せ
る
決
意
の

表
れ
と
期
待
し
て
い
る
。

「
強
い
経
済
」
の
実
現
に

向
け
、
副
首
都
の
具
体
的
な

構
想
の
実
現
や
、
経
済
の
屋

台
骨
を
支
え
る
中
小
企
業
の

成
長
・
活
性
化
の
た
め
、
円

安
に
伴
う
物
価
高
、
そ
れ
に

追
い
つ
か
な
い
価
格
転
嫁
、

人
手
不
足
、
賃
上
げ
、
ま
た

成
長
投
資
等
々
へ
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。税

制
改
正
に
お
い
て
は
、

消
費
税
減
税
に
関
し
、
適
切

な
財
源
の
確
保
と
、
影
響
を

受
け
る
事
業
者
へ
の
支
援
策

を
求
め
る
。
ま
た
、
現
在
議

論
が
進
む
「
取
引
相
場
の
な

い
株
式
の
評
価
方
法
」
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
高
市
政

権
が
掲
げ
る
「
成
長
投
資
の

拡
大
」
を
真
に
実
現
す
る
た

め
に
は
、
企
業
・
民
間
の
創

意
工
夫
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

技
術
革
新
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
中
小
企
業
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
技
術
革
新

の
活
力
を
阻
害
す
る
こ
と
の

無
い
よ
う
、
十
二
分
な
議
論

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

（
９
月
１７
日
）

大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月
１８

日
、第
２９
回
常
議
員
会
を
開
き
、

�
会
員
加
入
�
第
１
回
臨
時
議

員
総
会
に
上
程
す
る
議
案
�
２

０
２
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
要
望
�
中
之
島
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
コ

リ
ド
ー
ズ
構
想
に
関
す
る
提
言

�
大
阪
府
・
大
阪
市
の
２
０
２

７
年
度
予
算
等
へ
の
要
望
	
参

与
の
委
嘱
の
承
認
�
�
に
つ
い

て
審
議
し
、
了
承
し
た
。

ま
た
、
�
役
員
の
辞
任
�
２

０
２
６
年
度
１
号
議
員
選
挙
の

施
行
�
「
な
ん
ば
駅
周
辺

多

様
な
利
用
者
視
点
に
よ
る
防
災

ウ
ォ
ー
ク
」
の
実
施
と
今
後
の

事
業
展
開
�
イ
ン
ド
経
済
・
現

地
人
材
視
察
団
の
派
遣
�
２
０

２
６
年
度
関
西
圏
に
お
け
る
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
産
業
振
興
に

か
か
る
要
望
	
「
大
阪
活
力
グ

ラ
ン
プ
リ
２
０
２
６
」
の
実
施

�
�
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

◇

な
お
、
常
議
員
会
後
の
会
員

数
は
法
人
２
万
３
４
６
１
、
団

体
１
０
２
１
、
個
人
８
３
１
７

の
合
計
３
万
２
７
９
９
と
な
っ

た
。

◆
第
１
回
臨
時
議
員
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

一
、
日
時

２
０
２
６
年
１１
月

２
日
午
後
４
〜
５
時

二
、
場
所

大
阪
商
工
会
議
所

７
階
「
国
際
会
議
ホ
ー
ル
」

長
谷
川
惠
一
氏
が
逝
去

大
阪
商
工
会
議
所
の
常
議

員
で
学
校
法
人
エ
ー
ル
学
園

総
長
の
長
谷
川
惠
一
（
は
せ

が
わ
・
け
い
い
ち
）
氏
が
９

月
１１
日
、
逝
去
さ
れ
た
。
長

谷
川
氏
は
、
２
０
０
５
年
１１

月
か
ら
議
員
、
２
０
１
６
年

３
月
か
ら
常
議
員
を
務
め
ら

れ
た
。

京都精華大学元学長

ウスビ・サコ 氏

あ
べ
の
ベ
ル
タ
に
ぎ
わ
う

ア
フ
リ
カ
・
ビ
ジ
ネ
ス

�最終回�

レ
ト
ロ
ビ
ル
商
店
街
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

会会
頭頭
ココ
メメ
ンン
トト

ア
フ
リ
カ
か
ら
見
た
日
本
�
�

期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
新
し
い
関
係

自自
社社
業業
況況
、、２２
期期
ぶぶ
りり
ププ
ララ
スス

▼詳細は
こちら

７
―
９
月
期

先
行
き
も
プ
ラ
ス
圏
で
推
移

鳥
井
会
頭
、東
副
会
頭
、岩
波
・
古
川
常
議
員

ア
ジ
ア
競
技
大
会
を
視
察

常常
議議
員員
会会
開開
くく

団地内での�ラストワンマイル�移動支援を実証

大
商
と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
大
阪
城
東
部
地
区
で

日本初、人口集中地区でドローンレベル３.５飛行

ＤＸ・ＡＩセミナー
１１月１６日

製造業向け

挑
戦
す
る
組
織
文
化
を
醸
成

＜８３＞

女性リーダーたち活躍する

▼詳細は
こちら

最最
前前
線線

伊丹 しげこ さん

中外炉工業
コンプライアンス・法務部 課長

（２）２０２６年（令和８年）１０月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０５



大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール大商ビジネススクール 研修・採用支援担当☎6944・6421
場所は原則、大商で。
kensyu2@osaka.cci.or.jp
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技術者・技術営業の方が相手にわかりやすく伝えるための秘訣を伝授！技術者・技術営業の方が相手にわかりやすく伝えるための秘訣を伝授！技術者・技術営業の方が相手にわかりやすく伝えるための秘訣を伝授！技術者・技術営業の方が相手にわかりやすく伝えるための秘訣を伝授！
技術者・研究者のためのわかりやすい説明と伝え方講座技術者・研究者のためのわかりやすい説明と伝え方講座技術者・研究者のためのわかりやすい説明と伝え方講座技術者・研究者のためのわかりやすい説明と伝え方講座

女性社員のためのワンランクアップ仕事術講座女性社員のためのワンランクアップ仕事術講座女性社員のためのワンランクアップ仕事術講座女性社員のためのワンランクアップ仕事術講座
い つ も の 仕 事 に 一 工 夫 で 職 場 が 活 性 化 ！い つ も の 仕 事 に 一 工 夫 で 職 場 が 活 性 化 ！い つ も の 仕 事 に 一 工 夫 で 職 場 が 活 性 化 ！

Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！Illustratorの基本操作を学び、一歩進んだ制作物をデザインする！
I l l u s t r a t o rI l l u s t r a t o r 基 本 講 座基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座I l l u s t r a t o r 基 本 講 座

営業マナーと営業基礎力養成セミナー営業マナーと営業基礎力養成セミナー営業マナーと営業基礎力養成セミナー営業マナーと営業基礎力養成セミナー
営業担当者として身につけるべき基本スキルを徹底指導
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人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！人 に 伝 え る 極 意 と そ の 手 法 を 学 ぶ ！
伝わるプレゼン１日集中講座【実践編伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】伝わるプレゼン１日集中講座【実践編】

ＩＳ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修ＩＳ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修ＩＳ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修ＩＳ Ｏ 1 4 0 0 1 内 部 監 査 員 研 修
ＩＳＯ14001：2026内部監査員を１日で養成！合格者には修了証書を発行ＩＳＯ14001：2026内部監査員を１日で養成！合格者には修了証書を発行ＩＳＯ14001：2026内部監査員を１日で養成！合格者には修了証書を発行ＩＳＯ14001：2026内部監査員を１日で養成！合格者には修了証書を発行

契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座契 約 の し く み と 法 律 実 務 基 礎 講 座
契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！契 約 ト ラ ブ ル を 未 然 に 回 避 す る ！

新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座新入・若手社員　ビジネスマナーの基本講座
円滑にコミュニケーションを図るためのビジネスマナーを学ぶ円滑にコミュニケーションを図るためのビジネスマナーを学ぶ円滑にコミュニケーションを図るためのビジネスマナーを学ぶ

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
老
舗
企
業
が
守
り
抜

い
て
き
た
伝
統
や
、
時
代
に

沿
っ
た
変
化
を
遂
げ
今
に
至

る
姿
を
、
歴
代
経
営
者
の
志

や
挑
戦
の
歴
史
と
と
も
に
紹

介
す
る
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
い
る
。

１０
月
１
日
か
ら
、
創
業
１

５
０
年
を
迎
え
る
高
級
蒲
鉾

の
老
舗
「
大
寅
蒲
鉾
」
を
展

示
。
同
社
は
１
８
７
６
（
明

治
９
）
年
の
創
業
以
来
、
大

阪
・
戎
橋
筋
商
店
街
に
本
店

を
構
え
、「
つ
く
る
も
売
る
も

買
う
心
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

優
れ
た
素
材
と
こ
だ
わ
り
の

製
法
で
蒲
鉾
や
天
ぷ
ら
づ
く

り
に
努
め
て
き
た
。

こ
の
間
、
天
皇
杯
を
は
じ

め
、
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
農

林
水
産
大
臣
賞
な
ど
数
多
く

の
賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
、
若

い
世
代
向
け
に
開
発
し
た

「
ス
プ
ー
ン
で
か
ま
ぼ
こ
」

は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
洋
風
蒲
鉾

と
し
て
２
０
２
０
年
に
雑
誌

の
「
お
取
り
寄
せ
」
企
画
で

グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
。
新
た

な
価
値
創
造
に
果
敢
に
挑
戦

す
る
同
社
の
歩
み
を
紹
介
す

る
。会
期
は
１２
月
１９
日
ま
で
。

今
回
の
展
示
に
合
わ
せ

て
、
同
社
の
市
川
知
明
社
長

の
講
話
と
、
大
阪
公
立
大
学

大
学
院
経
営
学
研
究
科
の
加

藤
敬
太
准
教
授
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
か
ら
な
る
講
演
会
「
企

業
家
に
聞
く
」
を
１１
月
１０
日

に
開
催
す
る
。
市
川
社
長
が

「
つ
む
ぎ
つ
む
ぐ
〜
大
寅
蒲

鉾
の
１
５
０
年
の
足
跡
と
未

来
へ
の
挑
戦
」
を
テ
ー
マ
に

語
る
。
午
後
３
時
〜
４
時
４５

分
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大阪商工会議所は、「伝わるプ
レゼン１日集中講座【実践編】」
を開催する。
用意してきたプレゼンを練習

しながらスキルアップを目指す
実践型セミナー。内容構成やス
ライドデザイン、話し方などを
講師や他受講者からの改善アド
バイスで、さらに伝わるプレゼ
ンができるようになる。事前課
題あり。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
西原猛代表理
事。１２月３日午
前１０時３０分～午
後５時３０分。ワ

ンストップビジネスセ
ンター大阪本町（大阪
市西区）で。

大阪商工会議所は「技術者・
研究者のためのわかりやすい説
明と伝え方講座」を開催する。
会議や商談での説明で、何か
伝えたいことを伝えきれていな
いとモヤモヤする、聞き手がイ
マイチ理解していない気がす
る。そのような技術者・研究者
の方に様々な場面で使える、わ
かりやすい説明と伝え方のポイ
ントを伝授する。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
渡邊暁美氏。１１
月１９日午前１０時
３０分～午後５時
３０分。ワンスト

ップビジネスセンター
大阪本町（大阪市西
区）で。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
１１
月
２０
日
、
講
演
会

「『
よ
ー
じ
や
』の
老
舗
改
革

〜
観
光
産
業
の
そ
の
先
へ

〜
」
を
開
く
。

「
よ
ー
じ
や
」
は
１
９
０

４
年
、「
國
枝
商
店
」
と
し
て

舞
台
化
粧
の
紅
や
白
粉
な
ど

の
商
い
を
開
始
。
当
時
注
目

さ
れ
て
い
た
口
腔
衛
生
に
着

目
し
、歯
ブ
ラ
シ
�
楊
枝（
よ

う
じ
）
を
取
り
扱
う
中
で
、

地
元
・
京
都
の
人
々
か
ら

「
よ
う
じ
屋
さ
ん
」
と
し
て

親
し
ま
れ
る
店
と
な
っ
た
。

「
あ
ぶ
ら
と
り
紙
」
が
好
評

を
博
し
て
以
降
は
、
売
り
上

げ
の
多
く
を
観
光
客
が
占
め

る
状
況
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
大
幅
な
売
り
上
げ

減
少
を
経
験
し
た
同
社
は
、

５
代
目
代
表
取
締
役
に
就
任

し
た
國
枝
昂
氏
が
「
脱
・
観

光
依
存
」
を
掲
げ
、
地
元
客

に
愛
さ
れ
る
経
営
に
取
り
組

む
。
國
枝
氏
が
、
改
革
を
行

う
上
で
重
要
視
し
て
い
る
点

や
、
各
ブ
ラ
ン
ド
に
共
通
す

る
軸
に
つ
い
て
話
す
。

午
後
２
時
〜
３
時
１５
分
、

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

西原猛氏

渡邊暁美氏

大阪商工会議所は、「ＩＳＯ
１４００１内部監査員研修」を開催す
る。
環境マネジメントシステムＩ

ＳＯ１４００１は、組織の活動におけ
る環境との関わりを明確にし、
日常業務において管理可能な環
境活動を行うことで、ＳＤＧｓ
やカーボンニュートラルを含め
た組織に求められる環境対応が
具体化できる。
同研修では、ＩＳＯ１４００１の仕

組みを解説する
とともに、要求
事項の内容や監
査方法について
演習を交えて理
解する。
講師は、エル

アンドピーネットワークの橋本
佳和代表取締役。１２月
３日午前１０時～午後５
時。

大阪商工会議所は、「女性社
員のためのワンランクアップ仕
事術講座」を開催する。
企業における女性の活躍が期
待される中、能力が十分に発揮
されていないケースがある。
同講座では、モチベーション
アップやコミュニケーション力
アップにつながる仕事術を習得
する。働く女性ならではの情報
を取り入れ、女性社員が「仕事

に自信がもて
る」ように、ス
キルとマインド
のワンランクア
ップを目指す。
講師は、ＫＯ

ＹＯの井上幸葉
代表取締役。１１月２６日
午前１０時～午後５時。

橋本佳和氏

井上幸葉氏

大阪商工会議所は、「契約のし
くみと法律実務基礎講座」を開
催する。
営業や法務・経理担当社員向

けに、多くの訴訟や紛争を経験
し、企業法務の実務に日頃から
関わっている弁護士が、よくあ
る失敗例や残念な条項例を紐解
き、法律や契約における「モノ
の見方・考え方」（規範的思考

力）、「立証の智
慧と工夫」のノ
ウハウをわかり
やすく伝授す
る。
講師は、色川

法律事
務所の鳥山半六弁護士
・弁理士。１２月８日午
後１～５時。

大阪商工会議所は、グラフィ
ックソフト「Illustrator基本講
座」を開催する。
「Illustrator」は、１歩進ん

だクオリティーの高い制作物を
作ることができる。
同講座は、パンフレットをサ
ンプルにして、台紙作成、オブ
ジェクト作成、文字作成などを

行いながら、Illustratorの「ル
ール」と基本的な操作を身につ
ける（ＰＣ・ソフトは会場で用
意）。
講師はＴｏｏ専属講師。１１月

２５日午前１０時～午後５
時、江戸堀ヤタニビル
（大阪市西区）で。

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
１２
月
１５
日
、講
演
会「
創

業
６２
年
�
赤
字
ゼ
ロ
�
お
菓

子
の
デ
パ
ー
ト
よ
し
や
の
経

営
理
念
」
を
開
く
。

「
お
菓
子
の
デ
パ
ー
ト
よ

し
や
」
を
運
営
す
る
吉
寿
屋

（
よ
し
や
）
は
、
日
本
で
初

め
て
お
菓
子
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
（
Ｆ
Ｃ
）
を

展
開
し
た
企
業
で
、
直
営
、

Ｆ
Ｃ
店
共
に
地
域
に
愛
さ
れ

る
店
作
り
を
心
掛
け
る
老
舗

の
菓
子
卸
売
業
者
。
１
９
６

４
年
の
創
業
以
来
、
半
世
紀

以
上
に
わ
た
り
黒
字
経
営
を

続
け
て
い
る
優
良
企
業
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

「
お
菓
子
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
」
や
「
や
す
い


」
な
ど

新
業
態
に
も
取
り
組
む
神
吉

一
寿
代
表
取
締
役
が
、「
赤
字

ゼ
ロ
」
経
営
の
秘
訣
や
創
業

時
か
ら
の
経
営
理
念
、
今
後

の
事
業
の
展
望
を
話
す
。

午
後
２
時
〜
３
時
１５
分
、

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

鳥山半六氏
明
治
以
降
、
大
阪
を
舞
台

に
活
躍
し
た
企
業
家
た
ち
の

「
企
業
家
精
神
」
を
伝
え
る

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
人
材
育
成
・
研
修
の
場

と
し
て
多
く
の
企
業
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
１２
月

３
日
、
採
用
・
育
成
担
当
者

を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
と
見
学

会
を
開
催
す
る
。
キ
ャ
リ
ア

支
援
や
企
業
の
人
材
採
用
・

育
成
支
援
で
定
評
が
あ
り
、

豊
富
な
講
演
実
績
を
持
つ
パ

ー
ソ
ナ
ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
研
究

所
の
今
恒
男
氏
が
、
若
手
従

業
員
の
人
材
育
成
・
定
着
に

つ
い
て
話
す
。
セ
ミ
ナ
ー
後

は
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
活

用
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
館
内
見
学
の
機
会
を
提
供

す
る
。

午
後
３
時
〜
４
時
３０
分
、

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
。

【
問
合
せ
】
大
阪
企
業
家
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
�
４
９
６
４
・

７
６
０
１

大阪商工会議所は、「新入・若
手社員 ビジネスマナーの基本
講座」を開催する。
社会人としての第一歩は、良

好な人間関係と信頼の構築から
始まる。基本的なビジネスマナ
ーに加え、職場での良好なコミ
ュニケーションの方法を、豊富
な演習を交えながら即実践でき
るスキルとして習得する。

講師は、日本
プレゼンテーシ
ョン教育協会の
渡邊暁美氏。１２
月１０日午前１０時
３０分～午後５時
３０分。

ワンストップビジネス
センター大阪本町（大
阪市西区）で。

大阪商工会議所は、「営業マ
ナーと営業基礎力養成セミナ
ー」を開催する。
これからの会社を背負って立
つ若手営業担当者や新任営業担
当者を対象に、トップセールス
が必ず身につけている、営業マ
ナーや商談の基本スキル、営業
における仕事の進め方について
解説する。「営業の基本やお客
様との接し方を学べた」「明日

からでもできる
ことを山ほど知
れた」との声が
寄せられてい
る。
講師は、ＥＭ

Ｉコンサルティ
ングの福井充雄代表。
１２月２日午前１０時～午
後５時。

福井充雄氏 渡邊暁美氏

大
阪
商
工
会
議
所
は
、
チ

ェ
ン
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
と
題
し

て
、
注
目
度
の
高
い
様
々
な

テ
ー
マ
に
関
す
る
講
演
を
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
す
る
。

企
業
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク

は
不
祥
事
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
炎
上
、

自
然
災
害
な
ど
、
多
様
化
し

て
い
る
。
特
に
中
小
企
業
は

一
度
の
危
機
が
経
営
危
機
に

も
直
結
す
る
た
め
「
起
こ
さ

な
い
・
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

の
備
え
」
が
重
要
と
な
る
。

今
回
は
、
平
時
か
ら
の
体

制
整
備
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト

と
、
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
際

に
企
業
価
値
を
守
る
実
践
的

な
危
機
管
理
広
報
を
紹
介
す

る
。
講
師
は
オ
ズ
マ
ピ
ー
ア

ー
ル
の
藤
本
正
太
Ｐ
Ｒ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
。

配
信
期
間
は
１１
月
１８
日
か

ら
１２
月
２
日
。

【
問
合
せ
】
研
修
・
採
用
支

援
担
当
�
６
９
４
４
・
６
４

９
９

�管理職になるまでに身につけ
るべき心構えと３つの能力強
化講座
～中堅社員・リーダーのため
の「基礎力」の強化・管理能
力養成�
大阪商工会議所は、「管理職にな

るまでに身につけるべき心構えと
３つの能力強化講座」を開催する。
リーダーや管理職に必要な能力

アップのため、リ
ーダーとしての心
構え・意識付けを
学ぶとともに、部
下との関係・コミ
ュニケーション
力、人を動かすた
めの説得力ある発言・話し方、職
場での改善力・問題解決力の習得
を目指す。管理職候補者の管理能
力養成に役立つ講座。
日 時 １１月４日１０：００～１７：００

講 師 ＥＭＩコンサルティング
の福井充雄代表

�若手・中堅社員のためのライ
フ＆キャリアデザイン研修
～組織の中でキャリアの方向
性が見える�明日から前向き
に仕事に取り組める�
大阪商工会議所は、「若手・中堅

社員のためのライフ＆キャリアデ
ザイン研修」を開催する。
キャリア心理学とＮＬＰコーチ

ングをベースに、
納得のライフ＆キ
ャリアの選択をサ
ポートする。自己
理解を深め、自分
の強みやありたい
姿を確認しなが
ら、キャリアについて自律的に考
えられるようになる。
日 時 １１月５日１０：００～１７：００
講 師 オフィスムーブの�田美

雪代表取締役

�田美雪氏
福井充雄氏

大大
阪阪
企企
業業
家家
ミミ
ュュ
ーー
ジジ
アア
ムム

�
お
菓
子
の
デ
パ
ー
ト
よ
し
や
�

▼詳細は
こちら

�
大
寅
蒲
鉾
�創
業
１５０
年
の
特
別
展
示

社
長
が�
赤
字
ゼ
ロ
�経
営
理
念
語
る

１１
月
１０
日
に
市
川
社
長
が
講
演

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

多
様
化
す
る
企
業
の
リ
ス
ク

平
時
の
備
え
と
有
事
の
対
応

�
よ
ー
じ
や
�國
枝
代
表
が
講
演

１１
月
２０
日

テ
ー
マ
は
老
舗
改
革

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

１１～１２月開催の講座・研修

若
手
の
育
成
・
定
着
に

講
演
会
と
見
学
会

２０２６年（令和８年）１０月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０５（３）
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会員情報会員情報会員情報会員情報
自社紹介コーナー 初めまして！

新入会員 で
す

ここ
れれ
かか
らら
のの

企企
業業
経経
営営
とと
法法
務務

��

Ｑ

Ａ

第
３
回
は
不
正
な
通
信
を
防
ぐ
「
な
く
て
は

な
ら
な
い
厚
い
壁
」
の
必
要
性
と
そ
の
構
築
に

立
ち
は
だ
か
る「
高
い
壁（
専
門
用
語
な
ど
）」

の
話
を
し
た
。
今
回
も「
壁
」の
話
を
続
け
る
。

「
な
い
ほ
う
が
良
い
冷
た
い
壁
」
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
。

ま
ず
は「
組
織
の
壁
」。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
複

雑
で
、
場
合
に
よ
り
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な

存
在
だ
。
し
か
も
生
き
物
の
よ
う
に
動
態
的
で

有
機
的
だ
。
部
署
や
支
店
に
よ
っ
て
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
成
や
各
種
設
定
、
運
用
ル
ー
ル
、
利

用
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
異
な
っ
て
い
た
り
、
ブ
ラ

ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
な
っ
て
い
た
り
も
す
る
。
こ

れ
は
あ
る
程
度
致
し
方
な
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
観
点
か
ら
は
リ
ス
ク

が
高
い
。
野
良
猫
な
ら
ぬ
野
良
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
シ
ャ

ド
ー
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
を
生
み
出
す
温
床
に
も
な
り
え

る
。
情
シ
ス
課
長
（
中
小
企
業
に
は
ほ
と
ん
ど

い
な
い
！
）
が
運
用
ル
ー
ル
を
定
め
て
も
、
な

か
な
か
順
守
さ
れ
な
い
。
や
は
り
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
そ
の
組
織
横

断
性
や
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の
影
響
の
甚
大

さ
に
鑑
み
、
社
長
や
役
員
が
直
轄
的
か
つ
全
社

的
に
取
り
組
む
べ
き
経
営
課
題
と
い
え
る
。

次
に「
心
の
壁
」。
押
し
て
は
い
け
な
い
Ｕ
Ｒ

Ｌ
を
押
し
て
し
ま
う
、
開
け
て
は
い
け
な
い
添

付
フ
ァ
イ
ル
を
開
け
て
し
ま
う
、
と
い
っ
た
こ

と
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
。
い
わ
ゆ
る
「
意

識
の
高
い
人
」
の
ほ
う
が
む
し
ろ
ひ
っ
か
か
り

や
す
い
よ
う
な
手
口
す
ら
あ
る
（
例
�
２
０
２

６
年
夏
ご
ろ
か
ら
流
行
り
出
し
た
「
二
段
階
式

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」
な
ど
）。

こ
う
し
た
事
象
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
当
該
人
物
に
対
し
叱
責
な
ど
を
す
べ
き
で

は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
組
織
文
化
で
あ
れ
ば
、

次
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
っ
た
社

員
は
そ
の
事
実
を
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
か
も
し

れ
な
い
し
、
報
告
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。
サ
イ
バ
ー
事
故
対
応
は
時
間
と
の

勝
負
。
ゆ
え
に
、
社
員
が「
変
な
画
面
」や「
お

か
し
な
事
象
」
に
遭
遇
し
た
場
合
に
は
、
仮
に

そ
れ
が
当
人
の
操
作
や
ミ
ス
に
起
因
す
る
場
合

で
も
「
臆
せ
ず
に
、
フ
ロ
ア
中
に
響
き
渡
る
よ

う
な
大
声
で
叫
べ
」
と
奨
励
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
そ
れ
く
ら
い
風
通
し
の
良
い
組
織
風
土
を

目
指
す
べ
き
だ
。

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
に
招
待
し
て
！
詐
欺
」

も
同
様
だ
。
社
長
、
部
長
な
ど
の
エ
ラ
イ
人
を

騙
り
、
社
員
に
対
し
「
業
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
応
す
る
た
め
に
（
経
理
担
当
者
な
ど
を
含
ん

だ
）
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
招
待
し
て

く
だ
さ
い
」
と
送
信
し
、
そ
の
後
、
経
理
担
当

者
に
対
し
「
取
引
相
手
の
振
込
先
情
報
を
送
る

か
ら
今
す
ぐ
お
金
を
振
り
込
ん
で
く
れ
」
と
送

信
す
る
手
口
。
日
本
人
は
権
威
や
権
力
に
弱
い

傾
向
が
あ
る
の
で
、
内
線
で
「
社
長
、
こ
の
メ

ー
ル
、
ほ
ん
ま
で
っ
か
？
」
と
一
言
確
認
す
る

こ
と
を
躊
躇
し
が
ち
だ
。「
１
本
の
内
線
電
話
に

よ
る
確
認
」
で
防
ぎ
得
る
も
の
は
大
き
い
。

こ
こ
ま
で
「
な
く
て
は
な
ら
な
い
厚
い
壁
」

「
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
高
い
壁
」「
な

い
ほ
う
が
良
い
冷
た
い
壁
」
に
つ
い
て
述
べ
て

き
た
。
し
か
し
、
読
者
の
皆
様
に
は
「
既
に
あ

る
け
ど
使
っ
て
い
な
い
壁
」
が
あ
る
は
ず
だ
。

―
―
そ
れ
は
壁
だ
。
カ
ギ
か
っ
こ
の
付
い
て
い

な
い
、
文
字
通
り
の
壁
の
こ
と
だ
。
工
場
の
壁

に
は
「
安
全
第
一
」
と
い
う
看
板
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
は
ず
だ
。
オ
フ
ィ
ス
の
壁
に
は
「
○
○

ハ
ラ
防
止
」
な
ど
の
標
語
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
物
理
や
労
務
の
安
全
性
に

対
す
る
啓
発
は
壁
に
掲
げ
ら
れ
る
の
に
、
な
ぜ

サ
イ
バ
ー
関
係
の
情
報
共
有
や
注
意
喚
起
は
壁

に
掲
出
さ
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
壁
に
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
が
貼
ら
れ
て

い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
「
壁
に

耳
あ
り
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
サ
イ
バ
ー
対
策

は
ア
ナ
ロ
グ
的
手
法
も
有
効
で
あ
り
、
壁
を
含

め
、
現
有
資
源
の
利
活
用
を
検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
大
阪
商
工
会
議
所

経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

次
長

野
田

幹
稀
）

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
最
先
端
の
注
意
喚
起
情
報

に
つ
い
て
、
全
６
回
で
紹
介
す
る
。

最
近
「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に

つ
い
て
法
改
正
が
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、
企
業
に
は
ど
の
よ
う
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
中

小
企
業
が
今
か
ら
準
備
し
て
お
く
べ

き
予
防
策
や
社
内
体
制
、
実
際
に
カ

ス
ハ
ラ
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
法

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

◇

１

カ
ス
ハ
ラ
と
は

近
年
、
顧
客
等
か
ら
の

過
剰
な
ク
レ
ー
ム
や
著
し
い
迷
惑
行

為
（
カ
ス
ハ
ラ
）
が
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
従
業
員
が
暴
言
や

威
迫
等
に
よ
っ
て
心
身
に
負
担
を
受

け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
企
業
に
と
っ

て
看
過
で
き
な
い
労
務
問
題
と
い
え

ま
す
。

２
０
２
６
年
１０
月
１
日
施
行
の
改

正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
で
は
、
カ

ス
ハ
ラ
を
�
顧
客
等
の
言
動
で
あ
る

�
業
務
の
性
質
そ
の
他
の
事
情
に
照

ら
し
社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲

を
超
え
た
も
の
で
あ
る
�
労
働
者
の

就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
�
�
こ
と
の

要
件
を
満
た
す
も
の
と
整
理
し
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、不
当
な
金
銭
要
求
、

暴
言
や
威
迫
、
土
下
座
の
強
要
、
長

時
間
の
拘
束
、
同
じ
要
求
を
繰
り
返

す
執
拗
な
言
動
等
が
該
当
し
得
ま

す
。
一
方
、
顧
客
か
ら
の
正
当
な
苦

情
や
改
善
要
求
ま
で
カ
ス
ハ
ラ
に
な

る
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
を
適
切
に

区
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２

法
改
正
の
内
容

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
カ
ス
ハ

ラ
対
策
は
、
中
小
企
業
を
含
む
す
べ

て
の
事
業
主
に
対
す
る
法
的
な
「
雇

用
管
理
上
の
措
置
義
務
」
と
な
り
ま

す
。
万
が
一
対
策
を
怠
っ
た
場
合
に

は
、
行
政
に
よ
る
助
言
・
指
導
・
勧

告
等
の
対
象
と
な
り
得
る
ほ
か
、
民

事
上
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
と
し
て

損
害
賠
償
責
任
を
問
わ
れ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

３

企
業
が
講
ず
べ
き
措
置

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。
厚
生

労
働
省
の
指
針
等
を
踏
ま
え
る
と
、

企
業
が
講
ず
べ
き
措
置
は
主
に
以
下

の
通
り
で
す
。

第
一
に
、「
事
業
主
の
方
針
の
明
確

化
と
周
知
・
啓
発
」
で
す
。
カ
ス
ハ

ラ
に
毅
然
と
対
処
す
る
姿
勢
を
示

し
、
行
為
の
定
義
や
対
応
方
針
等
を

明
確
化
し
て
全
従
業
員
へ
周
知
・
教

育
を
行
い
ま
す
。

第
二
に
、「
相
談
に
応
じ
、
適
切
に

対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整

備
」
で
す
。
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

だ
け
で
な
く
、
誰
が
相
談
を
受
け
、

ど
の
段
階
で
上
司
や
経
営
者
に
報
告

す
る
の
か
な
ど
、
具
体
的
な
運
用
ル

ー
ル
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。第

三
に
、「
事
後
対
応
の
徹
底
」
で

す
。
事
案
発
生
時
は
迅
速
な
事
実
確

認
を
行
い
、
被
害
を
受
け
た
労
働
者

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
配
置
転

換
等
の
配
慮
を
行
う
と
と
も
に
、
再

発
防
止
策
を
講
じ
ま
す
。

第
四
に
、「
悪
質
事
案
へ
の
対
処
体

制
と
関
係
者
保
護
」
で
す
。
単
独
対

応
を
避
け
た
複
数
人
対
応
や
対
応
を

打
ち
切
る
基
準
の
明
確
化
、
警
察
等

と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
併

せ
て
、
相
談
等
を
理
由
と
す
る
不
利

益
取
扱
い
の
禁
止
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
措
置
も
重
要
で
す
。

カ
ス
ハ
ラ
対
策
で
大
切
な
の
は
、

現
場
の
従
業
員
に
判
断
を
丸
投
げ
せ

ず
「
ど
こ
ま
で
対
応
し
、
ど
こ
か
ら

先
は
会
社
と
し
て
拒
否
す
る
の
か
」

を
事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
で
す
。

具
体
的
な
制
度
設
計
や
対
応
に
お
悩

み
の
場
合
は
、
弁
護
士
等
の
専
門
家

へ
の
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
大
阪
弁
護
士
会

弁
護
士

三
谷

岳
大
）

２
０
２
６
年
１０
月
か
ら
カ
ス
ハ
ラ
対
策
が
企
業
の
義
務
に
な
り
ま
し

た
。
企
業
に
は
「
方
針
周
知
」「
相
談
窓
口
」「
事
後
対
応
」
な
ど
の
体

制
整
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
体
制
構
築
等
の
ご
相
談
は
、
大
阪
弁
護

士
会
・
中
小
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

�
ポ
イ
ン
ト
� 朝

日
新
聞
は
１
８
７
９
年
（
明

治
１２
年
）
に
大
阪
で
生
ま
れ
た
。

他
紙
に
先
駆
け
て
、
ル
ビ
つ
き
活

字
を
造
っ
た
り
、
国
会
開
設
の
勅

諭
全
文
を
掲
載
し
た
り
、
帝
国
憲

法
発
布
時
に
条
文
全
文
を
号
外
で

知
ら
せ
た
り
、
ま
た
大
阪
の
大
洪

水
で
は
義
捐
金
募
集
を
呼
び
か
け

る
な
ど
の
新
機
軸
を
次
々
と
打
ち

出
し
、
大
き
く
発
展
し
た
。
村
山

社
長
は
１
９
２
６
年（
大
正
１５
年
）

の
朝
日
会
館
竣
工
記
念
の
講
演

で
、
こ
う
し
た
朝
日
新
聞
の
歴
史

に
触
れ
、
社
会
の
公
器
た
る
新
聞

の
使
命
に
つ
い
て
の
所
信
を
述
べ

た
。

「
う
ち
の
会
社
の
株
は
市

場
で
売
れ
る
も
の
で
も
な

い
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
こ

れ
ほ
ど
税
金
で
苦
労
す
る
の

か
」。
こ
れ
は
、
二
代
目
、
三

代
目
の
経
営
者
が
集
ま
る
場

で
、
あ
る
若
手
経
営
者
が
漏

ら
し
た
言
葉
だ
。
自
身
も
事

業
承
継
の
際
、
自
社
株
の
承

継
に
相
当
苦
労
し
た
と
い

う
。「
相
続
税
の
納
税
資
金
を

確
保
す
る
た
め
、
金
融
機
関

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
」「
株
価
が
高
く
、
従
業
員

へ
の
承
継
は
難
し
い
。
Ｍ
＆

Ａ
を
考
え
る
し
か
な
い
」。そ

ん
な
声
は
決
し
て
珍
し
く
な

い
。実

際
、
業
績
が
良
く
、
長

年
に
わ
た
り
利
益
を
蓄
積
し

て
き
た
企
業
ほ
ど
、
自
社
株

の
評
価
額
が
高
く
な
る
場
合

が
あ
る
。
非
上
場
株
式
に
は

市
場
価
格
が
存
在
し
な
い
た

め
、相
続
や
贈
与
の
際
に
は
、

利
益
や
純
資
産
、
不
動
産
の

含
み
益
な
ど
を
踏
ま
え
、
税

務
上
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て

評
価
さ
れ
る
。

現
在
、
国
税
庁
の
「
取
引

相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
に

関
す
る
有
識
者
会
議
」で
は
、

こ
う
し
た
評
価
方
法
の
見
直

し
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

自
社
株
評
価
の
問
題
は
、

単
に
相
続
税
や
贈
与
税
の
負

担
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
後
継

者
が
株
式
を
円
滑
に
取
得
で

き
る
か
、
ひ
い
て
は
企
業
そ

の
も
の
を
次
世
代
へ
つ
な
げ

ら
れ
る
か
を
左
右
す
る
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、

「
今
の
う
ち
に
株
式
を
後
継

者
へ
移
し
た
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
」「
早
め
に
税
負
担

へ
の
対
策
を
進
め
た
い
」
と

い
っ
た
相
談
も
増
え
て
い

る
。も

っ
と
も
、
承
継
方
針
が

固
ま
ら
な
い
ま
ま
、
株
式
移

転
や
節
税
対
策
だ
け
を
先
行

さ
せ
る
こ
と
に
は
注
意
が
必

要
だ
。
誰
に
会
社
を
託
す
の

か
。
承
継
後
、
ど
の
よ
う
な

経
営
を
目
指
す
の
か
。
そ
の

方
向
性
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま

対
策
を
進
め
て
も
、
結
果
と

し
て
事
業
承
継
そ
の
も
の
が

円
滑
に
進
ま
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
。

税
負
担
へ
の
備
え
は
重
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
事
業
承

継
の
目
的
は
節
税
で
は
な

い
。
主
役
は
あ
く
ま
で
「
事

業
を
ど
う
次
世
代
に
つ
な
ぐ

か
」。そ
の
順
序
を
誤
ら
な
い

こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
円
滑

な
事
業
承
継
へ
の
第
一
歩
と

な
る
。

「
朝
日
新
聞
」
の
基
礎
築
く

掲載内容の照会は、各社・団体へお願いします。
また、取引は当事者間の責任で行ってください。

掲載内容の照会は、各社・団体へお願いします。
また、取引は当事者間の責任で行ってください。

�新大阪発の開発力

�システムアイ
�０６・６３９０・８８０８

新大阪で製造業向けCAD／CAMソフ
トを自社開発している会社です。設計か
ら加工までを支えるソフトウェアの提供
に加え、お客様の業務に合わせたカスタ
マイズ開発も行っています。現場の声を
もとに、新たな課題解決型システムの開
発にも挑戦しています。

�秘書以上、コンサル未満

Ｅｉｓｈｕ
�０９０・３９２７・９１６９

今まで法人営業を９年間経験し、後に
独立。現役でベンチャーの営業組織の仕
組み作りに参画。新規事業の０→１、ト
ークスクリプト設計、組織設計まで「経
営者の右腕」として伴走します。実務は
ＡＩで効率化に取り組んでいます。

�樹木管理システム（モリミル）のご紹介

�リアライズ造園設計事務所
�０６・６９４１・１１５１

リアライズ造園設計事務所は、樹木管
理システム（モリミル）
で情報管理ＤＸ化を実現
できます。公園・団地・
街路樹の樹木情報を一元
管理し、管理効率化を図
ることができます。

�ドローンのプロフェッショナル

�ＳＫＹリサーチ
https���sky�research.jp�

ＰＶ撮影から高度な建物点検まで、専
門企業として民間から公共まで全国で取
引実績があります。付加価値向上やＤＸ
効果が大きいた
め、大手企業から
ご指名をいただい
ております。

�効率を高める空間改善

�アップ
�０６・６５３８・９０９１

内装・改装にとどまらず、動線設計や
環境改善を通じて働
きやすさや業務効率
の向上に貢献。空間
から経営を支える会
社です。

�「きれいなときをつまむ」

（一社）つまみ細工アート幾何学協会
�０９０・２０１６・６４８４

「好きなことを仕事に�」オリジナル
つまみ細工の技術の伝授
・認定講師の育成・つま
み細工品（成人式のかん
ざし等）の製造・販売を
行っています。宜しくお
願いいたします。

「「事事業業承承継継・・ＭＭ＆＆ＡＡのの舞舞台台裏裏」」̶̶支支援援現現場場かかららのの本本音音メメッッセセーージジ̶̶

詳細は▶
こちら

育
て
た
会
社
ほ
ど
、

承
継
が
難
し
く
な
る
？

第
４
章

自社株評価が生む承継の壁

▼センター
のＨＰ

創
刊
当
初
か
ら
の
信
条
で
あ
る�
正
し
き
道
に
よ
っ
て
努

力
し
社
会
の
公
器
た
る
新
聞
の
使
命
を
辱
め
な
い
�方
針

を
失
わ
ぬ
限
り
、朝
日
新
聞
の
生
命
は
永
遠
に
続
く

む
ら
や
ま

り
ょ
う
へ
い

村
山

龍
平
（
１
８
５
０
〜
１
９
３
３
）

株
式
会
社
朝
日
新
聞
社

�８７�

詳細は▶
こちら

�４�

方
針
周
知
な
ど
の
体
制
整
備
を

カスハラ

大
阪企企

業業
家家
のの
鑑鑑

―
経
営
者
の
名
言
―

部屋の壁を壊してそれを外壁に積むのよ！ 内壁には紙を貼るのよ！

「今そこにある危機」との
終わりなき戦い

「今そこにある危機」との
終わりなき戦い

「「今今そそここににああるる危危機機」」ととのの
終終わわりりななきき戦戦いい

またサイバー
セキュリティ

の話か！

�４�

大
阪
府
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

統
括
責
任
者

兼
田

亜
貴

（４）２０２６年（令和８年）１０月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０５
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セミナー・イベント 

大阪ファッション産業振興フォーラム
繊維・ファッション買付商談会

検定試験　受験対策講座 
検定担当　16944・6430

こ
こ
ま
で
生
成
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
の
活
用
事
例
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。「
使
っ
て
み
た
い
け
れ
ど
、何

か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

今
回
は
Ａ
Ｉ
導
入
の
流
れ
を
段
階
ご

と
に
整
理
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
ま
ず
「
無
料
」
か
ら
始
め
る

生
成
Ａ
Ｉ
は
、
高
額
な
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
な
く
て
も
始
め
ら
れ
ま

す
。
代
表
的
な
「
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
（
チ
ャ

ッ
ト
）
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
、「
Ｃ
ｌ
ａ
ｕ
ｄ

ｅ
（
ク
ロ
ー
ド
）
」
、「
Ｇ
ｅ
ｍ
ｉ

ｎ
ｉ
（
ジ
ェ
ミ
ニ
）
」
に
は
い
ず
れ

も
無
料
プ
ラ
ン
が
あ
り
、
今
日
か
ら

す
ぐ
に
試
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

ず
は
日
常
業
務
の
中
で
気
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
一
つ
入
力
し
て
み
る
こ

と
が
最
初
の
一
歩
で
す
。
完
璧
を
目

指
さ
ず
「
触
れ
て
み
る
」
こ
と
が
何

よ
り
大
切
で
す
。

■
慣
れ
て
き
た
ら
有
料
プ
ラ
ン
へ

無
料
プ
ラ
ン
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
便
利

さ
を
実
感
で
き
た
ら
、
有
料
プ
ラ
ン

へ
の
移
行
を
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。月

額
２
０
０
０
円
〜
３
０
０
０
円

程
度
で
、
処
理
速
度
や
回
答
の
精
度

が
大
き
く
向
上
し
ま
す
。
使
え
る
機

能
も
広
が
り
、
よ
り
高
度
な
業
務
へ

の
活
用
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
コ
ー

ヒ
ー
１
杯
分
の
日
当
た
り
コ
ス
ト

で
、
業
務
効
率
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。

■
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
の
業
務
改
善
シ
ス

テ
ム
へ

さ
ら
に
近
年
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

組
み
込
ん
だ
業
務
改
善
シ
ス
テ
ム
が

数
多
く
登
場
し
て
い
ま
す
。
顧
客
管

理
・
在
庫
管
理
・
予
約
シ
ス
テ
ム
・

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
問
い
合
わ

せ
対
応
な
ど
、
こ
れ
ま
で
人
手
に
頼

っ
て
い
た
業
務
を
自
動
化
で
き
る
仕

組
み
が
、
中
小
企
業
で
も
導
入
し
や

す
い
価
格
帯
で
提
供
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム

導
入
の
際
に
活
用
で
き
る
の
が
補
助

金
で
す
。

■
活
用
で
き
る
補
助
金
�

「
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ａ
Ｉ
導
入
補
助

金
」中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
Ｉ

Ｔ
ツ
ー
ル
や
業
務
改
善
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
際
に
活
用
で
き
る
国
の
補

助
金
で
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

シ
ス
テ
ム
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

補
助
率
は
最
大
２
分
の
１
か
ら
４

分
の
３
程
度
で
、
毎
年
公
募
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
導
入
を
検
討
す
る
際

は
、
ま
ず
最
新
の
公
募
要
領
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

https���it�
shien.sm

rj.
go.jp�

■
活
用
で
き
る
補
助
金
�

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」

販
路
開
拓
や
業
務
効
率
化
に
取
り

組
む
小
規
模
事
業
者
向
け
の
補
助
金

で
す
。
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
改
善
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
集
客
の
仕
組
み

構
築
な
ど
も
対
象
に
な
り
得
ま
す
。

上
限
５０
万
円
（
特
例
最
大
２
０
０
万

円
）
で
、
比
較
的
申
請
し
や
す
い
補

助
金
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

https���r6.jizokukahoj
okin.info�

■
活
用
で
き
る
補
助
金
�

「
省
力
化
投
資
補
助
金
」

人
手
不
足
の
解
消
を
目
的
と
し
た

補
助
金
で
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
業
務

自
動
化
ツ
ー
ル
の
導
入
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
中
小
企
業
に
と
っ
て
活
用

し
や
す
い
制
度
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
新
情
報
は
左
記
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

https���shoryokuka.
s

m
rj.go.jp�ippan�

■
ま
と
め

Ａ
Ｉ
導
入
は
無
料
体
験
か
ら
始
ま

り
、
有
料
プ
ラ
ン
へ
の
移
行
、
そ
し

て
業
務
改
善
シ
ス
テ
ム
の
導
入
へ

と
、
自
社
の
ペ
ー
ス
で
段
階
的
に
進

め
ら
れ
ま
す
。
補
助
金
を
上
手
に
活

用
し
な
が
ら
、
着
実
な
一
歩
を
踏
み

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

次
回
は
Ａ
Ｉ
活
用
に
お
け
る
注
意

点
と
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

◇

大
阪
商
工
会
議
所
の
Ｉ
Ｔ
専
門
相

談
員
が
、
中
小
企
業
の
現
場
で
の
Ａ

Ｉ
活
用
に
つ
い
て
連
載
し
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１７
日
、
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
組
む
６
金
融
機
関

（
大
阪
信
用
金
庫
、
大
阪
シ

テ
ィ
信
用
金
庫
、
大
阪
商
工

信
用
金
庫
、
北
お
お
さ
か
信

用
金
庫
、
永
和
信
用
金
庫
、

関
西
み
ら
い
銀
行
）
の
協
力

を
得
て
、「
地
元
金
融
機
関
と

の
交
流
会
」
を
開
く
。

銀
行
取
引
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

兼
外
部
Ｃ
Ｆ
Ｏ
で
ｎ
ｏ
ｒ
ｉ

―
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

代
表
取
締
役
の
藤
原
か
つ
の

り
氏
が「
金
融
機
関
は
、
今
、

社
長
の
ど
こ
を
見
て
い
る
の

か
？
〜
大
阪
の
金
融
機
関
等

８
機
関
に
聞
い
た
『
こ
の
社

長
な
ら
支
え
た
い
』
と
思
う

経
営
者
の
共
通
点
」
と
題
し

講
演
す
る
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
事
前
に

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
融

資
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
、

各
金
融
機
関
の
担
当
者
が
答

え
る
。
名
刺
交
換
会
に
は
、

地
元
金
融
機
関
、
日
本
政
策

金
融
公
庫
、
大
阪
信
用
保
証

協
会
の
融
資
担
当
者
な
ど
が

参
加
。
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
４５
分
、
大
商
で
。

【
問
合
せ
】
経
営
相
談
室
�

６
９
４
４
・
６
４
５
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
１０
月

３０
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
、
大

韓
貿
易
投
資
振
興
公
社
大
阪

貿
易
館
、
全
南
光
州
統
合
特

別
市
と
共
催
で
、
大
阪
・
関

西
企
業
と
韓
国
企
業
と
の
協

業
促
進
や
、
両
国
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
を
目
的

と
し
た
「
韓
日
・
日
韓
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
」

を
開
く
。

韓
国
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

３
社
、
日
本
か
ら
３
社
の
計

６
社
が
登
壇
予
定
。
日
韓
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
企
業
に

よ
る
情
報
交
換
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
、
新
た

な
協
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
き
っ

か
け
を
創
出
す
る
。

午
後
３
時
〜
６
時
３０
分
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
（
大
阪
市
都

島
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

◆人材採用・活用戦略フェア～
�採れない�時代の新しい人材確保
術～
中小企業にとって人材確保は

年々厳しさを増すテーマ。
プロ人材・副業人材活用、ネッ

ト採用、外国人材、中途採用（ハ
イレベル）、スポット人材など５つ
のテーマごとに支援企業・機関が
ブースを設置し、マンツーマンで
相談に応じる。
また、各支援企業・機関が自身

の取り組みを紹介するセミナーも
開く。大阪府内の中小企業が対象。
日 時 １０月２７日１０：００～１７：００
場 所 大阪商工会議所
問合せ 経営相談室

�６９４４・６４５１

◆【個別相談会付き】公正取引委員
会事務総長による講演会（第１０回
経済政策・法規委員会）
公正取引委員会の岩成博夫事務

総長が「公正取引委員会の近況報
告～公正な取引環境の確保に向け
た取組を中心に」と題し講演する
（オンライン可）。会場参加者を対
象に個別相談会も実施。
日 時 １０月２７日１４：００～１５：２０

（講演）、１５：３０～１６：００
（個別相談会）

場 所 大阪商工会議所またはオ
ンライン

問合せ 企画広報室
�６９４４・６３０４

◆初めての国際税務入門講座
これから海外展開に取り組む企

業担当者や国際税務の新任担当
者、初級者を対象に、知っておく
べき国際税務の基礎と概要、課税
リスク、二重課税を回避・排除す
るための制度など、押さえるべき
ポイントを事例を交えて学ぶ。
講師はＥＹ税理士法人の山�陽

パートナー、大堀秀樹アソシエー
ト・パートナー。
日 時 １１月５日１４：００～１６：３０
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１

◆企業の海外進出に伴う必須実務
�最新移転価格税制 実務講座
移転価格税制の仕組みから実務

動向まで、具体的な事例を挙げな
がら、対策のとり方について解説
する。
移転価格に関連する国際的な動

向（ＯＥＣＤアップデート）や様々
な取引形態における諸論点、無形

資産取引・役務提供取引の論点や
昨今の経済環境下における移転価
格対応など、移転価格課税と移転
価格実務の動向を踏まえ、移転価
格上の課題と事例について説明す
る。
講師はＥＹ税理士法人の山�陽

パートナー。
日 時 １１月２５日１４：００～１６：３０
場 所 大阪商工会議所
問合せ 国際部

�６９４４・６４１１

繊維・アパレル関連メーカーや
商社などからバイヤーを招き開催
する商談会。
問合せ 流通・サービス

産業部
�６９４４・６４９３

丸紅インテックス
来年１月２８日（木）
【商談分野】�暑熱対策に資する
素材や技術（独自性のある暑熱対
策素材・原料や生地など）�安全
・防災に関連する技術や製品�海
外向け日本製雑貨（中国向けに輸
出が可能な日本製の小物・雑貨な
ど）�食品包材・包装に関する素
材や技術（ＰＦＡＳフリー素材や
鮮度保持、高気密性保持ができる
素材に関する技術や同技術を活用
した包材）	データセンター向け
の省エネ、温度調整に資する素材
や技術（シート材などに応用され
る冷却、断熱などの素材・技術な
ど）。
■総合商社・丸紅グループの中核
事業会社で、繊維や産業資材を扱
う専門商社。
https���www.marubeni�intex. co
.jp�

◆ビジネス会計検定 ２級受験対
策WEB講座【オンデマンド配信】
開講期間 来年３月２６日まで�視

聴可能期間１６
週間、全２１講
座（約９時
間）�

◆ビジネス会計検定 ３級受験対
策WEB講座【オンデマンド配信】
開講期間 来年３月２６日まで�視

聴可能期間１２
週間、全１８講
座（約８．５時
間）�

大阪商工会議所は１１月１３日、
「第３０回買いまっせ！売れ筋商
品発掘市」を開く。
同商談会は日本最大級の売り
込み型商談会。普段アポイント
を取るのが難しい大手流通業の
バイヤーが買い手企業としてブ
ースを構え、全国の売り手企業
が自社の商材を直接売り込む。
現在、過去最多となる８４社の大
手流通業（百貨店、スーパー、
通販、生協、専門店のほか、海
外企業など）が買い手企業とし
て参加予定。

午前１０時～午後１時、午後２
～５時（最終入場は午後４時３０
分）、マイドームおおさか（大
阪市中央区）で。
問合せ 流通・サービ

ス産業部
�６９４４・６４４０

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１１
日
、
大
阪
大
学
大
学
院
基

礎
工
学
研
究
科
と
一
般
社
団

法
人
生
産
技
術
振
興
協
会
と

と
も
に
「
第
４１
回

大
阪
大

学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科

産
学
交
流
会
」
を
開
催
す

る
。

テ
ー
マ
は
「
Ａ
Ｉ
時
代
の

価
値
創
造
を
支
え
る
科
学
と

技
術
〜
人
間
拡
張
・
知
能
化

シ
ス
テ
ム
・
機
能
材
料
の
最

前
線
」。

サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

が
「
サ
イ
バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
流
Ａ
Ｉ
に
意
思
決
定
を
任

せ
る
経
営
〜
Ａ
Ｉ
時
代
の
価

値
創
造
と
人
間
の
役
割
」、ダ

イ
セ
ル
が
「
材
料
が
切
り
拓

く
未
来
社
会
〜
Ａ
Ｉ
時
代
の

研
究
開
発
変
革
と
価
値
創

造
」、大
阪
大
学
の
原
田
研
介

教
授
が
「
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
Ｐ
ｈ
ｙ
ｓ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ

Ａ
Ｉ
」
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
講
演
す
る
。

午
後
１
時
３０
分
〜
５
時
４０

分
、
大
商
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
。
懇
親
会
も
実
施
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

一般社団法人ＩＴＣサ
ポーターズ代表理事
デザインエッグス代表
ＩＴコーディネータ大

阪
商
工
会
議
所
は
１０
月

２９
日
、「
安
全
保
障
貿
易
管

理
体
制
セ
ミ
ナ
ー
【
初
級

編
】」
を
開
く
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
展
す
る
一
方
で
、
軍

事
転
用
が
可
能
な
技
術
や
製

品
な
ど
に
関
す
る
秘
密
情
報

が
国
外
へ
流
出
す
る
リ
ス
ク

も
増
加
。
安
全
保
障
上
、
重

要
な
技
術
・
秘
密
情
報
の
流

出
が
起
き
た
場
合
、
当
該
企

業
は
罰
せ
ら
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
輸
出
管
理
体
制
の
構

築
や
秘
密
情
報
の
管
理
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
る
。

大
商
は
経
済
産
業
省
、
日

本
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

中
小
企
業
の
機
微
技
術
の
流

出
を
防
ぐ
輸
出
管
理
体
制
の

構
築
を
支
援
し
て
い
る
。

今
年
度
も
３
回
の
セ
ミ
ナ

ー
を
予
定
す
る
ほ
か
、
専
門

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
個
別
相

談
も
実
施
し
て
い
る
。
午
後

２
時
〜
４
時
３０
分
、大
商
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
１
１

大
阪
商
工
会
議
所
東
支
部

（
支
部
長
�
有
光
幸
紀
・
有

光
工
業
会
長
）
は
１１
月
１
日

〜
１２
月
３１
日
、「
や
っ
て
み
た

い
を
見
つ
け
る
！
が
も
よ
ん

・
京
橋
オ
ス
ス
メ
体
験
２
０

２
６
」
を
実
施
す
る
。

同
イ
ベ
ン
ト
は
２
０
２
３

年
か
ら
始
め
、
今
回
で
４
回

目
。
大
阪
市
城
東
区
（
蒲
生

四
丁
目
中
心
）
エ
リ
ア
と
京

橋
エ
リ
ア
の
魅
力
的
な
５４
店

舗
が
参
加
す
る
。

自
店
の
特
色
を
活
か
し

て
、
グ
ル
メ
や
美
容
、
健
康

促
進
、
芸
術
、
も
の
づ
く
り

な
ど
、
参
加
者
が
楽
し
め
る

様
々
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
す
る
。

【
問
合
せ
】
東
支
部
�
６
３

５
８
・
６
１
１
１

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

１０
日
、
一
般
社
団
法
人
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
推
進
機
構
と

と
も
に
、「
中
堅
・
中
小
企
業

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
６『
中
堅
・
中
小

企
業
の
未
来
を
切
り
拓
く
！

生
成
Ａ
Ｉ
時
代
の
経
営
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
』」
を
開
く
。

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｌ

―
Ｘ
の
八
子
知
礼
代
表
取
締

役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
「
Ａ
Ｉ
活
用
時

代
の
は
じ
め
の
一
歩
」、「
週

刊
Ｂ
Ｃ
Ｎ
」
の
日
高
彰
編
集

長
が「
一
気
に
加
速
中
！
中

小
企
業
の
Ｉ
Ｔ
／
Ａ
Ｉ
活

用
」を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。

企
業
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
具

体
的
な
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
紹
介

す
る
ほ
か
、
大
商
に
よ
る
支

援
施
策
の
説
明
や
名
刺
交
換

会
も
実
施
。

午
後
１
時
〜
４
時
４５
分
、

大
商
で
。

【
問
合
せ
】
産
業
・
技
術
振

興
担
当
�
６
９
４
４
・
６
３

０
０

お
詫
び

弊
所
か
ら
会
員
の
皆
様
に

発
送
し
ま
し
た
本
紙
９
月
２５

日
号
の
宛
て
名
の
一
部
に
、

記
載
内
容
の
不
備
が
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
法
人

会
員
名
の
み
の
記
載
で
、
代

表
者
様
の
役
職
・
お
名
前
、

個
人
会
員
様
の
役
職
・
お
名

前
が
記
載
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
と
ご

心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
申
し
あ
げ

ま
す
。
こ
の
た
び
の
事
態
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
再
発
の

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

大
阪
商
工
会
議
所

が
も
よ
ん
・
京
橋

オ
ス
ス
メ
体
験

１１
月
１
日
か
ら
開
始

大阪商工会議所
経営相談室 専門相談員
鈴木 克彦氏

▼詳細は
こちら

Ａ
Ｉ
／
Ｉ
Ｔ
活
用

テ
ー
マ
に
講
演
会

▼詳細は
こちら

�
金
利
の
あ
る
世
界
�を
勝
ち
抜
く
た
め
に

１１
月
１０
日

▼詳細は
こちら

地
元
金
融
機
関
と
の
交
流
会
Ａ
Ｉ
時
代
の
価
値
創
造
へ

大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科

産
学
交
流
会

▼詳細は
こちら

日韓の新興６社登壇

新たな協業や
事業機会創出

機
微
技
術
の
流
出
防
ぐ

輸
出
管
理
体
制
の
構
築
支
援

▼詳細は
こちら

▼詳細は
こちら

第第３３００回回買買いいままっっせせ！！売売れれ筋筋商商品品発発掘掘市市 ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
現現場場活活用用ののリリアアルル

�４�

ＡＩの始め方と補助金

補
助
金
活
用
で
着
実
な
一
歩
を

２０２６年（令和８年）１０月１０日 土曜日大 商 ニ ュ ー ス（第３種郵便物認可）第 号１４０５（５）



大
阪
商
工
会
議
所
は
９
月
１４
〜
１７
日
、
大
阪
市
と
共
同
で
、
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州

を
訪
問
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
大
阪
・
関
西
企
業
６
社
が
参
加
し
た
。
カ

ナ
ダ
企
業
と
の
個
別
商
談
を
実
施
し
た
ほ
か
、
カ
ナ
ダ
最
大
級
の
Ａ
Ｉ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
「
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
」
へ
の
参
加
や
関
連
施
設
の
視
察
を
通
じ
て
、
カ
ナ
ダ
の
産
業
や

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

カ
ナ
ダ
東
部
に
位
置
す
る

ケ
ベ
ッ
ク
州
最
大
の
都
市
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
世
界
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
研
究
機
関
や
大
学
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
が
集
積
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
で
あ
り
、

Ａ
Ｉ
、ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、

ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
、
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
分
野
に
加

え
、
自
動
車
関
連
、
産
業
機

械
と
い
っ
た
製
造
業
や
航
空

宇
宙
な
ど
、
幅
広
い
産
業
が

発
展
し
て
い
る
。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
圏
商
工

会
議
所
と
大
商
は
、
１
９
９

０
年
に
「
交
流
促
進
の
た
め

の
合
意
書
」
を
締
結
し
て
お

り
、
ま
た
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
と

大
阪
市
は
２
０
２
５
年
、
大

阪
・
関
西
万
博
を
契
機
に

「
経
済
交
流
に
関
す
る
覚

書
」
を
締
結
し
た
。
こ
う
し

た
行
政
・
経
済
界
の
連
携
の

も
と
、
両
地
域
の
企
業
間
交

流
を
促
進
す
る
た
め
、
今
回

の
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施

し
た
。

同
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー
で

は
、
現
地
関
係
機
関
の
協
力

を
得
て
、
参
加
企
業
６
社
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
カ
ナ
ダ
企

業
と
の
個
別
商
談
を
実
施
し

た
ほ
か
、「
Ａ
Ｌ
Ｌ

Ｉ

Ｎ
」
へ
の
参
加
、
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
を
拠
点
と
す
る
人
工

知
能
の
研
究
機
関
「
Ｍ
ｉ
ｌ

ａ
」
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

ハ
ブ
「
Ａ
ｘ
�
ｃ
」
な
ど
を

視
察
し
た
。
加
え
て
、
ケ
ベ

ッ
ク
・
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
主
催
す
る
交
流
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、
現
地

企
業
に
向
け
た
シ
ョ
ー
ト
ピ

ッ
チ
を
行
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
を
通
じ
て
交
流
を
深

め
た
。

参
加
企
業
か
ら
は
「
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
り
そ
う
な
企
業

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
」

「
現
地
企
業
と
直
接
話
す
こ

と
が
で
き
る
機
会
は
貴
重

だ
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

た
。
大
商
は
引
き
続
き
、
カ

ナ
ダ
で
食
関
連
事
業
を
手
が

け
る
企
業
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

商
談
会
（
１２
月
）
な
ど
、
企

業
同
士
を
結
び
付
け
る
事
業

に
取
り
組
む
。

ま
た
、
企
業
の
海
外
展
開

を
支
援
す
る
た
め
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
・
ウ
ッ
チ
市
へ
の
ビ
ジ

ネ
ス
ツ
ア
ー
（
１０
月
）
や
イ

ン
ド
経
済
視
察
団
（
１０

月
）
、
米
国
・
ラ
ス
ベ
ガ
ス

の
展
示
会
Ｃ
Ｅ
Ｓ
へ
の
共
同

出
展
（
１
月
）
な
ど
も
予
定

し
て
い
る
。
今
後
も
、
海
外

ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
商
談
会
、
共

同
出
展
な
ど
を
通
じ
て
、
海

外
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
を

積
極
的
に
後
押
し
し
て
い

く
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

中
之
島
東
部
か
ら
森
之
宮

ま
で
を
対
象
と
す
る
「
中
之

島
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」
は
、
国
が
指

定
す
る
「
都
市
再
生
緊
急
整

備
地
域
」
と
水
都
大
阪
の
東

西
軸
、
水
の
回
廊
を
結
ぶ
重

要
な
エ
リ
ア
で
あ
る
。
歴
史

・
文
化
資
源
が
集
積
す
る
一

方
、
回
遊
性
や
連
携
が
弱
く

主
要
目
的
地
と
な
っ
て
い
な

い
こ
と
や
、
再
整
備
か
ら
約

２０
年
が
経
過
す
る
こ
と
に
よ

る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の

更
新
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。（
１
面
参
照
）

同
提
言
は
、
新
た
な
に
ぎ

わ
い
と
回
遊
性
を
創
出
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
こ
れ
ま
で

の
開
発
中
心
か
ら
、
資
源
を

「
つ
な
ぐ
」
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

重
視
の
ま
ち
づ
く
り
へ
転
換

し
、「
水
・
光
・
緑
」
「
文

化
・
歴
史
・
活
動
」
「
交
通

・
環
境
」
の
３
つ
の
コ
リ
ド

ー
を
形
成
す
る
こ
と
で
エ
リ

ア
全
体
の
価
値
最
大
化
を
目

指
す
。

具
体
的
に
は
、
官
民
連
携

に
よ
る
一
体
的
な
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
の
導

入
な
ど
を
提
唱
。
さ
ら
に
、

提
言
内
容
を
実
現
す
る
た
め

の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
、「
中
之
島
公
園
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
」
と
「
水

辺
の
遊
歩
道
や
船
着
場
の
拡

充
」
を
提
案
し
た
。

同
提
言
は
、
大
商
の
都
市

活
性
化
委
員
会
（
委
員
長
�

河
井
英
明
・
大
阪
市
高
速
電

気
軌
道
相
談
役
）
に
設
置
し

た
「
中
之
島
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
検
討

会
」
（
座
長
�
嘉
名
光
市
・

大
阪
公
立
大
学
大
学
院
教
授

・
同
委
員
会
副
委
員
長
）
や

同
委
員
会
で
の
議
論
を
経
て

取
り
ま
と
め
た
。
今
後
、
モ

デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体

化
に
向
け
た
推
進
体
制
の
検

討
を
行
い
、
実
現
に
向
け
関

係
機
関
な
ど
に
働
き
か
け

る
。

【
問
合
せ
】
地
域
振
興
部
�

６
９
４
４
・
６
３
２
３

１．官民連携による一体的なマネ
ジメント

２．民間提案を受け入れる仕組み
づくり

３．施設・団体・周辺エリアとの
連携の強化

４．民間による公共空間の質の向
上

１．インフォメーションセンター
の整備

２．認知度や回遊性を高めるため
のプロモーション

３．回遊性を高めるハード＆ソフ
トインフラの整備・活用

１．ライトアップによる夜間景観
の充実

２．夜を過ごしたくなる公園・水
辺づくり

３．夜も楽しめるナイトクルーズ
・ナイトカルチャーの拡充

４．新たなシンボルとなる水上建
築

１．水陸空の交通のシームレス化
２．DXによる安全で便利な舟運
環境整備

３．エリアをつなぐ多様な船着場
とルールの整備

４．東西をつなぐ船舶航行ルート
の確保の検討

５．空飛ぶクルマ実装に向けた規
制緩和

１．中之島EASTの水辺をつなぐ
遊歩道整備

２．公園・橋・まちの接続部など
歩行者ボトルネックの解消

３．水辺にアクセスできる分かり
やすいサイン

４．災害時の避難・輸送を支える
防災リダンダンシーの確保

５．環境に配慮した水辺空間の整
備

まちの魅力に触れるインフォメ
ーションセンター
CityInformationCentre ／ ロ
ンドン
www.onecitylondon.com/di
rectory/city-of-london-infor
mation-centre/

船から体験できる橋を使った光
のアート
Amsterdam Light Festival
／アムステルダム
https���amsterdamlightfest
ival.com�en�artworks�whole
�hole

Public Right of Way-公共の
通行権により全長１２８kmにわた
って伸びるテムズ川沿いの遊歩
道テムズパス
テムズパス／ロンドン

（左上から順に）京阪電車、ア
クアライナー／大阪水上バス、
空飛ぶクルマ／Osaka Metro

官民連携による一体的なマネジ
メントイメージ図

大
阪
商
工
会
議
所
は
１１
月

２４
日
、
カ
ナ
ダ
市
場
に
関
心

を
持
つ
企
業
を
対
象
に
、

「
カ
ナ
ダ
市
場
へ
の
輸
出
・

進
出
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会
」

を
開
催
す
る
。
カ
ナ
ダ
・
日

本
双
方
の
専
門
家
が
、
カ
ナ

ダ
へ
輸
出
・
進
出
す
る
際
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
税
制

・
会
計
上
の
ポ
イ
ン
ト
、
進

出
時
の
留
意
点
に
つ
い
て
解

説
す
る
ほ
か
、
交
流
会
も
実

施
す
る
。

１２
月
２２
〜
２３
日
に
は
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
で
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
や
食
品
販
売
事
業
を

展
開
す
る
「A

buri
R
e

staurants
C
anada

Ltd.

」
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン

個
別
商
談
会
を
開
く
。
加
工

食
品
・
飲
料
・
冷
凍
食
品
・

雑
貨
類
な
ど
の
販
路
開
拓
の

機
会
を
提
供
す
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
１０
月

２２
日
、「
日
商
ウ
ク
ラ
イ
ナ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
元
駐

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
、
日
本
貿

易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
）、
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）、ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の

創
業
者
を
擁
す
る
大
阪
企
業

が
登
壇
し
、
現
地
情
勢
や
日

本
企
業
の
取
り
組
み
、
今
後

の
注
目
分
野
な
ど
を
紹
介
す

る
。住

宅
・
物
流
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
な
ど
の
復
興
需
要
に
加

え
、Ｉ
Ｔ
・
デ
ジ
タ
ル
技
術
、

欧
州
市
場
へ
の
展
開
な
ど
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
探
る
。

午
後
３
時
か
ら
Ａ
Ｐ
大
阪
駅

前
（
大
阪
市
北
区
）
で
。
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
も
あ
る
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０

大
阪
商
工
会
議
所
は
１０
月

２３
日
、
ル
ー
マ
ニ
ア
企
業
・

経
済
関
係
者
で
構
成
さ
れ
る

視
察
団
の
来
日
を
機
に
、
在

日
ル
ー
マ
ニ
ア
大
使
館
、
ブ

カ
レ
ス
ト
商
工
会
議
所
と
共

に
「
Ｒ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ａ‐

Ｋ

ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｉ

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ

ｅ
ｓ
ｓ

Ｇ
ａ
ｔ
ｅ
ｗ
ａ
ｙ

２
０
２
６
」
を
開
く
。

関
西
企
業
と
ル
ー
マ
ニ
ア

企
業
が
、
双
方
の
製
品
・
技

術
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
紹
介

し
合
い
、
技
術
提
携
や
輸
出

入
な
ど
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
可
能
性
を
探
る
少
人
数
制

の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

す
る
。

午
後
３
時
３０
分
か
ら
Ａ
Ｎ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｒ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
（
神

戸
市
中
央
区
）
で
。

【
問
合
せ
】
国
際
部
�
６
９

４
４
・
６
４
０
０�ケベック投資公社により、ケベック州のビジネ

ス環境についてブリーフィングが行われた�９月
１４日、モントリオール�ケベック日本ビジネスフ
ォーラム主催イベントで今回のビジネスツアー参
加企業が事業ピッチを行った�９月１５日、同

提言５
公公共共空空間間・・公公共共施施設設をを活活かかししたた
エエリリアアママネネジジメメンントトのの仕仕組組みみのの導導入入

提言４
回回遊遊性性をを高高めめるるププロロモモーーシショョンンとと
イインンフフォォメメーーシショョンン基基盤盤のの整整備備

▼詳細は
こちら

提言３
水水辺辺のの魅魅力力をを高高めめるる
ナナイイトトシシーーンン＆＆ナナイイトトカカルルチチャャーーのの創創出出

提言２
水水陸陸空空ををつつななぐぐ
シシーームムレレスス交交通通ネネッットトワワーーククのの構構築築

▼詳細は
こちら

提言１
官官民民連連携携でで歩歩いいてて巡巡れれるる
水水辺辺空空間間のの実実現現

▼詳細は
こちら

カカ
ナナ
ダダ
・・
ケケ
ベベ
ッッ
クク
州州

ビビ
ジジ
ネネ
スス
ツツ
アア
ーー

現
地
企
業
と
の
商
談
や
視
察

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
を
創
出

�中之島ＥＡＳＴコリドーズ構想�を提言
中之島からヒガシへ�つなぐ�まちづくり

カ
ナ
ダ
市
場
進
出
に
向
け

セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
商
談
会

ウ
ク
ラ
イ
ナ
セ
ミ
ナ
ー

新
た
な
事
業
機
会
創
出
へ

ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
視
察
団

少
人
数
で
交
流
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